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夏
を
迎
え
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
に

は
、
例
年
に
比
べ

て
何
か
と
窮
屈
な

思
い
を
抱
い
て
過

ご
さ
れ
て
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
に
蔓
延
し
、
我
が

国
に
お
い
て
も
い
わ
ば
国
難
と
も
い
う
べ
き
様
相

を
呈
し
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
本
年

七
月
下
旬
か
ら
開
催
の
予
定
で
あ
っ
た
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
来
年
に
延
期
さ

れ
、
本
会
に
お
け
る
最
も
重
要
な
行
事
で
あ
る
、

七
十
回
の
節
目
と
な
る
記
念
の
中
日
書
道
展
も
残

念
な
が
ら
来
年
の
開
催
へ
と
変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。

　

四
月
に
発
出
さ
れ
た
一
か
月
半
に
も
及
ぶ
、
全

国
に
向
け
て
の
緊
急
事
態
宣
言
も
去
る
五
月
二
十

五
日
に
全
面
解
除
さ
れ
、
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
勢
い
も
減
じ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
ま
だ
ま
だ
予
断
は
許
さ
れ
な
い
状

況
に
あ
る
こ
と
は
皆
さ
ん
も
十
分
に
ご
承
知
の
こ

と
思
い
ま
す
。
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
た

め
に
も
国
が
提
唱
す
る
新
し
い
生
活
様
式
の
定
着

や
、
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

実
践
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
・

　

局
地
的
な
豪
雨

を
も
た
ら
し
た
梅

雨
で
し
た
が
、
よ

う
や
く
明
け
る
気

配
で
す
。
豪
雨
に

よ
る
災
害
に
遭
遇

さ
れ
た
皆
様
に
は
、

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
猛
威
は
依
然
と
し
て
衰
え

ず
、社
会
生
活
に
大
き
な
影
を
落
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
を
鑑
み
、
縮
小
し
た
形
で
六
月
二
十

一
日
に
総
会
を
開
催
、
平
成
三
十
一
年
度
・
令
和

元
年
度
の
事
業
・
決
算
報
告
な
ど
ご
承
認
い
た
だ

き
ま
し
た
。
出
席
を
い
た
だ
い
た
皆
様
・
委
任
状

を
ご
提
出
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
は
、
ご
協
力
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

例
年
は
中
日
書
道
展
の
授
賞
式
並
び
に
祝
賀
懇

談
会
も
同
日
に
開
催
さ
れ
、
大
変
華
や
か
で
和
や

か
な
ひ
と
時
で
し
た
が
、
本
年
は
先
述
の
と
お
り

静
か
な
総
会
と
な
り
大
変
残
念
に
思
い
ま
す
。

　

上
半
期
の
事
業
は
延
期
ま
た
は
中
止
と
な
り
ほ

と
ん
ど
活
動
が
で
き
な
い
状
況
で
し
た
が
、
下
半

期
は
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
っ
か
り
と
講
じ
て
事
業
活

動
を
遂
行
す
る
べ
く
、
企
画
委
員
・
事
務
局
一
同

懸
命
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
予
定
さ
れ
る
直
近
の
事
業
は
、「
書
道
教

育
研
修
」「
公
開
講
座
」「
壽
書
展
」「
愛
の
募
金
」

展
示
会
、
お
祭
り
や
野
外
フ
ェ
ス
の
在
り
方
、
外

出
の
自
粛
な
ど
政
府
に
よ
る
段
階
的
緩
和
の
目
安

が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
道
の

り
は
決
し
て
平
坦
と
は
言
え
ず
険
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
我
が
国
は
先
進
諸
国
と
り
わ

け
欧
米
に
比
べ
て
感
染
者
お
よ
び
死
者
数
が
少
な

く
推
移
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
様
々
な
要
因
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
規
範
意
識
が
高
い
と
い
う
国

民
性
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
規
範
意
識
の
高
さ
で

も
っ
て
コ
ロ
ナ
禍
を
克
服
し
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
中
部
日
本
書
道
会
に
は
、
書
道
の

教
育
に
携
わ
る
方
、
芸
術
活
動
に
取
り
組
ま
れ
る

方
、
そ
し
て
地
域
の
文
化
芸
術
を
担
わ
れ
る
方
々

が
大
勢
お
集
ま
り
で
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
努
力
を
重
ね
て
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
七
十
回
記
念
中
日
書
道
展

は
来
年
へ
持
越
し
と
な
り
ま
し
た
が
、
伊
藤
仙
游

理
事
長
の
も
と
、
新
し
い
執
行
部
体
制
で
従
前
に

も
ま
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る

書
道
を
通
じ
て
、
文
化
芸
術
が
発
展
す
る
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
さ
ん
も

ど
う
か
書
道
に
精
進
さ
れ
、
何
卒
本
会
の
た
め
に

ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
願
い
ま
す
。

そ
し
て
新
規
事
業
の
「
書
の
匠
展
」
で
ご
ざ
い
ま

す
。
年
が
明
け
ま
す
と
理
事
会
・
評
議
員
会
・
講

演
会
等
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
社
会

情
勢
を
鑑
み
て
決
定
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
「
書
の
匠
展
」
は
監
事
以
上
の
役
員
の
先
生
方

に
半
切
以
下
の
規
格
に
よ
り
玉
作
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
、「
壽
書
展
」
と
同
時
開
催
す
る
も
の
で
す
。

「
書
の
匠
」「
壽
」
の
ど
ち
ら
も
刮
目
す
べ
き
作
品

が
展
示
さ
れ
る
こ
と
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
書
道
教
育
研
修
」「
公
開
講
座
」
は
、
本
会
の

誇
る
素
晴
ら
し
い
講
師
陣
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
確
保
の
た
め
定
員
を
減

じ
ま
し
た
の
で
、
お
早
目
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

暫
く
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
を
正
し
く
恐
れ
な
が

ら
、
社
会
生
活
を
送
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
予
定

し
て
お
り
ま
す
事
業
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
推
移

に
よ
り
変
更
さ
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご

了
承
下
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
益
々
の

ご
健
勝
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
ま
た
更
な

る
ご
支
援

ご
協
力
を

お
願
い
申

し
上
げ
て

稿
を
閉
じ

た
い
と
存

じ
ま
す
。
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令
和
二
年
度
　
第
一
回
理
事
会

令
和
二
年
度
　
総
　
会

令
和
二
年
六
月
二
十
一
日
（
日
）

於
　
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
　
一
〇
〇
二
室

　
　（
愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
）

愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
長
　
酒
井
　
宣
江 

氏

　

令
和
二
年
度
第
一
回
理
事
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
を
鑑
み
、
理
事
会
の

決
議
の
目
的
で
あ
る
事
項
に
つ
い
て
、
内
容
を
示
す
提
案
書
を
発
し
、
当
該
提
案
に
つ
き
全
員
か

ら
書
面
に
よ
る
同
意
の
意
思
表
示
を
得
ま
し
た
の
で
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
第
九
十
六
条
（
定
款
第
三
十
条
）
に
基
づ
く
理
事
会
決
議
の
省
略
の
方
法
に
よ
り
、
当

該
提
案
を
承
認
可
決
す
る
旨
の
理
事
会
の
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案

　
　

⑴　

令
和
元
年
度
事
業
報
告
の
承
認
に
関
す
る
件

　
　

⑵　

令
和
元
年
度
収
支
決
算
書
の
承
認
に
関
す
る
件

　
　

⑶　

�

財
産
目
録
の
承
認
に
関
す
る

件

　
　
　
　

監
査
報
告

第
二
号
議
案

　
　

�

令
和
二
年
度
総
会
の
日
時
及
び
場

所
並
び
に
目
的
で
あ
る
事
項
の
承

認
に
関
す
る
件

第
三
号
議
案

　
　

名
誉
顧
問
の
承
認
に
関
す
る
件

　

令
和
二
年
度
公
益
社
団
法
人
中
部
日
本
書
道
会
総
会
は
、「
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
」に
て
六
月
二
十
一
日
午

後
二
時
か
ら
十
六
名
（
委
任
状
提
出
者
二
八
〇
〇
名
）
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
伊
藤
仙
游
理
事
長
の
挨
拶

に
始
ま
り
、
以
下
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
総
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
を
鑑
み
、
健
康
と
安

全
を
考
慮
し
、
感
染
を
防
ぐ
た
め
で
き
る
限
り
出
席

を
控
え
て
い
た
だ
き
、
委
任
状
提
出
に
よ
る
出
席
を

お
願
い
致
し
ま
し
た
。

第
一
号
議
案

　
　

�

令
和
元
年
度
事
業
報
告
の
承
認
に
関
す
る
件

第
二
号
議
案

　
　

�

令
和
元
年
度
収
支
決
算
書
の
承
認
に
関
す
る
件

第
三
号
議
案

　
　

�

財
産
目
録
の
承
認
に
関
す
る
件

　
　

監
査
報
告

報
告
事
項

　
　

�

名
誉
顧
問
の
承
認
に
関
す
る
件

新
名
誉
顧
問
ご
就
任

理事長総会挨拶

総会風景

改
組 

新 

第
七
回 

日
展
　
審
査
員

�

名
誉
副
会
長
　
鬼
頭

翔
雲
先
生
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第
一
号
議
案　

令
和
元
年
度
事
業
報
告
書
の
承
認
に
関
す
る
件

令
和
元
年
度　

事　

業　

報　

告

Ⅰ　

書
道
普
及
振
興
事
業
（
公
益
目
的
事
業
１
）

　

１　

展
覧
会
事
業

　
　

⑴　

第
六
十
九
回
中
日
書
道
展

　
　
　
　
　

会
場
及
び
期
間

　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
六
月
十
一
日
㈫
～
六
月
十
六
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　

電
気
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
六
月
十
一
日
㈫
～
六
月
十
六
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
六
月
十
二
日
㈬
～
六
月
十
六
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
市
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
六
月
十
八
日
㈫
～
六
月
二
十
三
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
六
月
二
十
六
日
㈬
～
六
月
三
十
日
㈰

　
　
　
　
　

出
品
点
数

　
　
　
　
　
　
　

三
、
九
五
八
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
部
（
漢　
　
　

字
）�

二
、
四
三
八
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
部
（
か　
　
　

な
）�

四
二
三
点

　
　
　
　
　
　
　
　

内　

訳　

第
三
部
（
近
代
詩
文
書
）�

七
〇
三
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
四
部
（
少　

字　

数
）�

一
九
四
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
五
部
（
篆
刻
・
刻
字
）�

二
〇
〇
点

　
　
　
　

特
別
展
示
（
創
立
八
十
五
周
年
記
念
）

　
　
　
　
　

会
場
お
よ
び
期
間

　
　
　
　
　
　
　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
六
月
十
二
日
㈬
～
六
月
十
六
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　

�「
ど
う
し
て
漢
字
は
そ
の
形
？
―
白
川 

静 

文
字
研

究
の
す
が
た
―
」

　
　

⑵　

第
七
十
回
記
念
中
日
書
き
ぞ
め
展

　
　
　
　

会　
　

期　

令
和
二
年
三
月
十
四
日
㈯
～
十
五
日
㈰

　
　
　
　

会　
　

場　

ナ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク　

ア
ト
リ
ウ
ム

　
　
　
　

出
品
点
数　

一
四
、
九
三
九
点

　
　
　
　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
を
鑑
み
、
展
示
・
授
賞

式
を
中
止

　
令
和
二
年
度
　
公
益
社
団
法
人
　
中
部
日
本
書
道
会

　 
総
会
　
議
案
書
　（
抜
粋
）

日　

時　

令
和
二
年
六
月
二
十
一
日
（
日
）　　

場　

所　

ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
一
〇
〇
二
室

WWWWWW
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W

W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W

WWWWW

　
　

⑶　

中
日
支
部
学
生
書
道
展

　
　
　

①　

第
四
十
八
回
一
宮
支
部
学
生
書
道
展

　
　
　
　
　

会　
　

期　

令
和
元
年
十
一
月
二
十
三
日
㈯
～
二
十
四
日
㈰

　
　
　
　
　

会　
　

場　

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

出
品
点
数　

三
、
二
四
八
点

　
　
　

②　

第
五
十
五
回
半
田
支
部
学
童
書
道
展

　
　
　
　
　

会　
　

期　

令
和
元
年
七
月
六
日
㈯
～
七
日
㈰

　
　
　
　
　

会　
　

場　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館

　
　
　
　
　

出
品
点
数　

一
、
八
八
九
点

　
　
　

③　

第
五
十
二
回
西
三
河
支
部
学
生
書
道
展

　
　
　
　
　

会　
　

期　

令
和
元
年
七
月
五
日
㈮
～
七
日
㈰

　
　
　
　
　

会　
　

場　

岡
崎
市
美
術
館

　
　
　
　
　

出
品
点
数　

五
、
五
四
六
点

　

２　

公
開
講
座
事
業

　
　
　

第
二
十
三
回
公
開
講
座

　
　
　
　

日　

時　

令
和
元
年
十
一
月
十
七
日
㈰

　
　
　
　

会　

場　

電
気
文
化
会
館　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

　
　
　
　

受
講
者　

一
三
四
名

　
　
　
　
　
　
　

・「
自
詠
を
書
く
」　　
　
　
　
　

馬
場　

紀
行　

先
生

　
　
　
　
　
　
　

・「
顔
真
卿
の
書
法
と
は
何
か
」　

原
田　

凍
谷　

先
生

　

３　

講
演
会
、
研
修
会
、
研
究
会
事
業

　
　

⑴　

第
三
十
一
回
書
道
教
育
研
修
会
（
実
技
講
習
会
）

　
　
　
　

日　

時　

令
和
元
年
八
月
六
日
㈫

　
　
　
　

会　

場　

名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

内　

容

　
　
　
　

①　

漢
字
・
近
代
詩
文
講
座

　
　
　
　
　
　

・
書
道
講
話�

 
岡
野　

楠
亭　

先
生

　
　
　
　
　
　

・
漢
字
「
古
典
か
ら
学
ぶ
楷
・
行
・
草
書
」

�

伊
藤　

暁
嶺　

先
生

　
　
　
　
　
　

・
近
代
詩
文
「
詩
文
書
を
楽
し
む
」�

大
島　

緑
水　

先
生

　
　
　
　
　
　

参
加
者　

三
十
九
名

　
　
　
　

②　

第
二
回
夏
休
み
毛
筆
体
験
教
室
（
実
技
指
導
）

　
　
　
　
　
　

対　

象　

小
学
三
年
生
～
中
学
二
年
生

　
　
　
　
　
　

参
加
者　

九
十
三
名

　
　

⑵　

第
二
回
手
書
き
文
字
年
賀
状
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　

�

令
和
二
年
一
月　

中
部
日
本
書
道
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
入

賞
作
品
を
掲
載

　
　
　
　
　
　

年
少
者
～
高
校
生

　
　
　
　
　
　

参
加
者　

四
四
五
名

　
　

⑶　

講
演
会

　
　
　
　

①　

本
部

　
　
　
　
　
　

令
和
二
年
二
月
十
一
日
（
火
・
祝
）　

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
　

演　

題　
「
文
字
文
化
を
育
む
書
写
書
道
教
育
」

　
　
　
　
　
　

講　

師　

東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

東
陽　

先
生

　
　
　
　
　
　

参
加
者　

四
四
三
名

　
　
　
　
　
　

記
念
講
演
会
（
創
立
八
十
五
周
年
記
念
）

　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
六
月
十
五
日
㈯

　
　
　
　
　
　

愛
知
県
芸
術
セ
ン
タ
ー
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

　
　
　
　
　
　

演　

題　

師
と
い
う
文
字
の
成
り
立
ち
と
そ
の
変
遷

　
　
　
　
　
　

講　

師　

立
命
館
大
学
客
員
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
島　

敏
夫　

先
生

　
　
　
　
　
　

参
加
者　

二
〇
〇
名

　
　
　
　

②　

一
宮
支
部

　
　
　
　
　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
四
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　
　

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

演　

題　
「
平
安
時
代
の
か
な
の
美
」

　
　
　
　
　
　

講　

師　

名
古
屋
経
済
大
学
教
授　

四
辻　

秀
紀　

先
生

　
　
　
　
　
　

参
加
者　

一
一
一
名

　
　
　
　

③　

半
田
支
部

　
　
　
　
　
　

令
和
二
年
三
月
一
日
㈰　

ク
ラ
シ
テ
ィ
半
田

　
　
　
　
　
　

演　

題　
「
書
と
私
と
王
鐸
」

　
　
　
　
　
　

講　

師　

伊
藤　

仙
游　

先
生

　
　
　
　
　
　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
を
鑑
み
中
止

　
　
　
　

④　

東
三
河
支
部

　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
七
月
十
三
日
㈯　

ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
豊
橋

　
　
　
　
　
　

演　

題　
「
絵
葉
書
に
見
る
豊
橋
」

　
　
　
　
　
　

講　

師　

豊
橋
市
美
術
博
物
館
副
館
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
世　

喜
徳　

先
生

　
　
　
　
　
　

参
加
者　

七
十
九
名

　
　
　
　

⑤　

西
三
河
支
部

　
　
　
　
　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
二
日
㈯　

岡
崎
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　

演　

題　
「
書
と
私
と
王
鐸
」

　
　
　
　
　
　

講　

師　

伊
藤　

仙
游　

先
生

　
　
　
　
　
　

参
加
者　

一
〇
七
名

　
　
　
　

⑥　

濃
飛
支
部

　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
七
月
二
十
七
日
㈯

　
　
　
　
　
　

中
津
川
市
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　

演　

題　
「
幕
末
維
新
時
代
の
能
書
家
」

　
　
　
　
　
　

講　

師　

三
野
島　

凌
雲　

先
生

　
　
　
　
　
　

参
加
者　

三
十
名

　
　
　
　

⑦　

岐
阜
支
部
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令
和
元
年
五
月
二
十
六
日
㈰

　
　
　
　
　
　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山

　
　
　
　
　
　

演　

題　
「
ど
う
書
い
て
い
る
の
か
な
近
代
詩
文
書
」

　
　
　
　
　
　

講　

師　

黒
田　

玄
夏　

先
生

　
　
　
　
　
　

参
加
者　

七
十
四
名

　
　

⑷　

半
田
支
部
公
開
書
道
研
修
会

　
　
　
　

令
和
元
年
九
月
二
十
二
日
㈰　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館

　
　
　
　

内　

容　
「
淡
墨
を
楽
し
む
」

　
　
　
　

講　

師　

横
山　

夕
葉　

先
生

　
　
　
　

参
加
者　

四
十
一
名

Ⅱ　

福
祉
事
業
（
公
益
目
的
事
業
２
）

　
　
　

二
〇
一
九
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
愛
の
募
金

　
　
　
　
　
　

・
本
部
よ
り　

中
日
新
聞
社
会
事
業
団
へ　

二
百
万
円

　
　
　
　
　
　
　

東
海
テ
レ
ビ
福
祉
文
化
事
業
団
へ　

百
万
円

　
　
　
　
　
　

・
各
支
部
よ
り
中
日
新
聞
社
各
支
局
等
を
通
じ
、

�

中
日
新
聞
社
会
事
業
団
に
寄
託

　
　
　
　
　
　
　

一
宮
支
部
よ
り
中
日
新
聞
一
宮
総
局
へ　

十
万
円

　
　
　
　
　
　
　

半
田
支
部
よ
り
中
日
新
聞
半
田
支
局
へ　

十
万
円

　
　
　
　
　
　
　

西
三
河
支
部
よ
り
中
日
新
聞
岡
崎
支
局
へ　

十
万
円

　
　
　
　
　
　
　

東
三
河
支
部
よ
り
中
日
新
聞
豊
橋
総
局
へ　

十
万
円

　
　
　
　
　
　
　

濃
飛
支
部
よ
り
中
日
新
聞
高
山
支
局
へ　

十
万
円

　
　
　
　
　
　
　

北
勢
支
部
よ
り
中
日
新
聞
四
日
市
支
局
へ　

十
万
円

　
　
　
　
　
　
　

中
南
勢
支
部
よ
り
中
日
新
聞
三
重
総
局
へ　

十
万
円

　
　
　
　
　
　
　

岐
阜
支
部
よ
り
中
日
新
聞
社
会
事
業
団
岐
阜
支
社
へ

�

十
万
円

Ⅲ　

そ
の
他
の
事
業
（
相
互
扶
助
等
事
業
）

　

１　

書
道
に
関
す
る
調
査
研
究
お
よ
び
発
表

　
　
　
　

調
査
研
究
及
び
発
表

　

２　

書
道
教
育
者
養
成
及
び
普
及
事
業

　
　

⑴　

書
道
教
育
者
の
推
薦
制
度　
　

二
件

　
　

⑵　

外
国
研
修
旅
行
補
助　
　
　
　

〇
件

　

３　

展
覧
会
事
業

　
　

⑴　

第
二
十
八
回
寿
書
展

　
　
　
　

会　
　

期　

令
和
元
年
十
一
月
十
二
日
㈫
～
十
一
月
十
七
日
㈰

　
　
　
　

会　
　

場　

電
気
文
化
会
館　

東
西
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　

出
品
点
数　

一
六
九
点

　
　

⑵　

中
日
支
部
展
・
支
部
選
抜
展

　
　
　
　

①　

一
宮
支
部　

第
六
十
五
回
記
念
一
宮
支
部
書
道
展

　
　
　
　
　
　

会　
　

期　

令
和
元
年
十
一
月
二
十
三
日
㈯
～
二
十
四
日
㈰

　
　
　
　
　
　

会　
　

場　

一
宮
市
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

出
品
点
数　

一
八
九
点

　
　
　
　

②　

半
田
支
部　

第
五
十
三
回
半
田
支
部
展

　
　
　
　
　
　

会　
　

期　

令
和
元
年
九
月
二
十
二
日
㈰
～
二
十
三
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　
　

会　
　

場　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　

出
品
点
数　

一
二
〇
点

　
　
　
　

③　

西
三
河
支
部　

第
五
十
二
回
西
三
河
支
部
会
員
展

　
　
　
　
　
　

会　
　

期　

令
和
二
年
二
月
十
九
日
㈬
～
二
十
三
日
㈰

　
　
　
　
　
　

会　
　

場　

岡
崎
市
美
術
館

　
　
　
　
　
　

出
品
点
数　

一
七
六
点

　
　
　
　

④　

東
三
河
支
部　

第
四
十
三
回
東
三
河
支
部
展

　
　
　
　
　
　

会　
　

期　

令
和
元
年
七
月
九
日
㈫
～
七
月
十
四
日
㈰

　
　
　
　
　
　

会　
　

場　

豊
川
市
桜
ケ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
　

出
品
点
数　

一
一
九
点

　
　
　
　

⑤　

東
三
河
支
部
選
抜
展

　
　
　
　
　
　

会　
　

期　

令
和
二
年
一
月
二
十
八
日
㈫
～
二
月
二
日
㈰

　
　
　
　
　
　

会　
　

場　

豊
川
市
桜
ケ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
　

出
品
点
数　

六
十
二
点

　
　
　
　

⑥　

濃
飛
支
部
展

　
　
　
　
　
　

会　
　

期　

令
和
元
年
七
月
二
十
五
日
㈭
～
二
十
七
日
㈯

　
　
　
　
　
　

会　
　

場　

中
津
川
市
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　

出
品
点
数　

一
四
六
点

　
　
　
　

⑦　

北
勢
支
部
展

　
　
　
　
　
　

会　
　

期　

令
和
元
年
七
月
十
九
日
㈮
～
二
十
一
日
㈰

　
　
　
　
　
　

会　
　

場　

四
日
市
市
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　

出
品
点
数　

九
十
七
点

　
　
　
　

⑧　

中
南
勢
支
部
展

　
　
　
　
　
　

会　
　

期　

令
和
元
年
十
一
月
十
三
日
㈬
～
十
七
日
㈰

　
　
　
　
　
　

会　
　

場　

三
重
県
立
美
術
館
（
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

　
　
　
　
　
　

出
品
点
数　

五
十
七
点

　
　
　
　

⑨　

岐
阜
支
部　

第
二
十
五
回
岐
阜
支
部
展

　
　
　
　
　
　

会　
　

期　

令
和
元
年
九
月
十
三
日
㈮
～
十
五
日
㈰

　
　
　
　
　
　

会　
　

場　

岐
阜
市
民
会
館

　
　
　
　
　
　

出
品
点
数　

二
四
八
点

　

４　

講
習
会
・
講
演
会
・
研
究
会
・
研
修
会
事
業

　
　

⑴　

講
習
会

　
　
　
　

①　

東
三
河
支
部

　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
十
一
月
二
日
㈯　

ぎ
ふ
清
流
里
山
公
園

　
　
　
　
　
　

内　

容　

機
織
り
・
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ル
ゴ
ー
ル
作
り
の
体
験

　
　
　
　
　
　

参
加
者　

四
十
名

　
　
　
　

②　

北
勢
支
部

　
　
　
　
　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
四
日
（
月
・
祝
）　

じ
ば
さ
ん
三
重

　
　
　
　
　
　

内　

容　

布
を
染
め
て
字
を
書
こ
う

　
　
　
　
　
　

講　

師　

手
描
き
染
め
工
房　

伊
藤　

佳
子　

先
生

　
　
　
　
　
　

参
加
者　

二
十
九
名

　
　

⑵　

講
演
会

　
　
　
　

①　

北
勢
支
部

　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
七
月
二
十
一
日
㈰　

四
日
市
市
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　

演　

題　
「
印
章
と
落
款
印
」

　
　
　
　
　
　

講　

師　

岡
野　

楠
亭　

先
生

　
　
　
　
　
　

参
加
者　

七
十
三
名

　
　
　
　

②　

中
南
勢
支
部

　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
六
日
㈯　

三
重
県
立
美
術
館
講
堂

　
　
　
　
　
　

演　

題　
「
人
と
書
の
関
わ
り
」

　
　
　
　
　
　

講　

師　

松
阪
市
嬉
野
公
民
館
館
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辻　

富
美
雄　

先
生

　
　
　
　
　
　

参
加
者　

三
十
八
名

　
　

⑶　

研
究
会

　
　
　
　

①　

西
三
河
支
部
研
究
会

　
　
　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
中
止

　
　

⑷　

研
修
会

　
　
　
　

①　

一
宮
支
部

　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
十
月
二
十
七
日
㈰

　
　
　
　
　
　
「
宇
治
平
等
院
」「
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

　
　
　
　
　
　
「
宇
治
橋
断
碑
」

　
　
　
　
　
　

参
加
者　

八
十
九
名

　
　
　
　

②　

半
田
支
部

　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
日
㈰

　
　
　
　
　
　
「
日
比
野
五
鳳
記
念
美
術
館
」「
西
明
寺
」

　
　
　
　
　
　
「
ミ
ホ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

　
　
　
　
　
　

参
加
者　

三
十
六
名

　
　
　
　

③　

西
三
河
支
部

　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
十
月
二
十
九
日
㈫

　
　
　
　
　
　

京
都　
「
観
峰
館
」「
佐
川
美
術
館
」

　
　
　
　
　
　

参
加
者　

三
十
三
名

　
　
　
　

④　

東
三
河
支
部

　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
十
一
月
二
日
㈯

　
　
　
　
　
　
「
岐
阜
現
代
美
術
館
」

　
　
　
　
　
　

参
加
者　

四
十
名

　
　
　
　

⑤　

濃
飛
支
部

　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
十
一
月
二
十
三
日
㈯

　
　
　
　
　
　
「
日
比
野
五
鳳
記
念
美
術
館
」「
南
宮
大
社
」

　
　
　
　
　
　

参
加
者　

二
十
六
名

　
　
　
　

⑥　

北
勢
支
部

　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
七
日
㈰

　
　
　
　
　
　
「
富
岡
鉄
斎
美
術
館
」

　
　
　
　
　
　

参
加
者　

三
十
三
名

　
　
　
　

⑦　

中
南
勢
支
部

　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
十
月
二
十
日
㈰

　
　
　
　
　
　
「
新
美
南
吉
記
念
館
」

　
　
　
　
　
　

参
加
者　

二
十
八
名

　
　
　
　

⑧　

岐
阜
支
部

　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
十
一
月
二
十
九
日
㈮

　
　
　
　
　
　

奈
良　
「
大
徳
寺
黄
梅
院
」「
京
都
国
立
近
代
美
術
館
」

　
　
　
　
　
　

参
加
者　

三
十
七
名

　

５　

福
利
厚
生
事
業

　
　
　
　

①　

塾
総
合
保
険　

四
十
一
件　

一
、
五
五
四
名

　

６　
「
寿
」
色
紙
贈
呈

　
　
　

半
田
支
部
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令
和
元
年
八
月
三
十
日
㈮

　
　
　

寄
贈
数　

七
二
〇
点

　
　
　

寄
贈
先　

�

半
田
市
・
武
豊
町
・
阿
久
比
町
・
東
浦
町
・
美
浜
町
・��

南
知
多
町
の
市
・
町
か
ら
長
寿
者
に
贈
呈

　

７　

組
織
拡
大
事
業

　
　
　

・
会
員
増
、
各
種
展
覧
会
出
品
者
増
の
促
進
を
図
っ
た
。

　
　
　

・
会
員
章
（
門
章
・
襟
章
）
の
交
付

　
　
　

・
令
和
元
・
二
年
度
会
員
名
簿
の
発
行

　

８　

広
報
活
動
事
業

　
　

１
、
中
日
会
報

　
　
　
　

一
九
二
号　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
付
け
発
行

　
　
　
　

一
九
三
号　

令
和
元
年
八
月
一
日
付
け
発
行

　
　
　
　

一
九
四
号　

令
和
元
年
十
月
一
日
付
け
発
行

　
　
　
　

一
九
五
号　

令
和
二
年
一
月
一
日
付
け
発
行

　
　

２
、
支
部
会
報

　
　
　
　

①　

一
宮
支
部

　
　
　
　
　
　

四
十
八
号　

令
和
元
年
六
月
一
日
付
け
発
行

　
　
　
　

②　

半
田
支
部

　
　
　
　
　
　

八
十
一
号　

令
和
元
年
九
月
二
十
七
日
付
け
発
行

　
　
　
　
　
　

八
十
二
号　

令
和
二
年
三
月
十
日
付
け
発
行

　
　
　
　

③　

西
三
河
支
部

　
　
　
　
　
　

七
十
七
号　

令
和
元
年
六
月
一
日
付
け
発
行

　
　
　
　
　
　

七
十
八
号　

令
和
元
年
十
二
月
一
日
付
け
発
行

　
　
　
　

④　

東
三
河
支
部

　
　
　
　
　
　

七
十
一
号　

令
和
元
年
十
月
一
日
付
け
発
行

　
　
　
　

⑤　

濃
飛
支
部

　
　
　
　
　
　

九
号　

令
和
二
年
二
月
一
日
付
け
発
行

　
　
　
　

⑥　

北
勢
支
部

　
　
　
　
　
　

九
号　

令
和
二
年
三
月
二
十
日
付
け
発
行

　
　
　
　

⑦　

岐
阜
支
部

　
　
　
　
　
　

五
十
三
号　

令
和
元
年
七
月
三
十
一
日
付
け
発
行

　
　
　
　
　
　

五
十
四
号　

令
和
二
年
三
月
三
十
日
付
け
発
行

　
　

３
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　

随
時
更
新

　

９　

資
料
文
献
収
集
保
存
事
業

　
　
　

継
続
中

　

10　

書
道
功
労
者
等
顕
彰
事
業

　
　
　

該
当
者
な
し

Ⅳ　

管
理
業
務

　

本
会
の
事
業
の
遂
行
の
た
め
以
下
の
会
議
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。

　

１　

総
会

　
　
　

令
和
元
年
六
月
十
六
日
㈰

　
　
　

ホ
テ
ル
ナ
ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
て
開
催

　
　
　

次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
、
原
案
の
通
り
議
決
し
た
。

　
　
　

第
一
号
議
案　

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
書
の
承
認
に
関
す
る
件

　
　
　

第
二
号
議
案　

平
成
三
十
年
度
収
支
決
算
書
の
承
認
に
関
す
る
件

　
　
　

第
三
号
議
案　

財
産
目
録
の
承
認
に
関
す
る
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
査
報
告

　
　
　

第
四
号
議
案　

理
事
・
監
事
の
承
認
に
関
す
る
件

　

２　

理
事
会

　
　

・
第
一
回
理
事
会

　
　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
七
日
㈰

　
　
　

ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
に
て
開
催

　
　
　

次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
、
原
案
通
り
議
決
し
た
。

　
　
　

第
一
号
議
案　

新
役
員
選
考
委
員
の
選
出
に
関
す
る
件

　
　
　

第
二
号
議
案　

参
与
の
選
任
に
関
す
る
件

　
　

・
第
二
回
理
事
会

　
　
　

令
和
元
年
五
月
十
九
日
㈰　

本
部
に
て
開
催

　
　
　

次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
、
原
案
通
り
議
決
し
た
。

　
　
　

第
一
号
議
案　

平
成
三
十
一
年
度
総
会
提
出
議
案
に
つ
い
て

　
　
　
　

⑴　

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
書
の
承
認
に
関
す
る
件

　
　
　
　

⑵　

平
成
三
十
年
度
収
支
報
告
書
の
承
認
に
関
す
る
件

　
　
　
　

⑶　

財
産
目
録
の
承
認
に
関
す
る
件

　
　
　
　
　
　

監
査
報
告

　
　
　

第
二
号
議
案　

理
事
・
監
事
の
選
任
に
関
す
る
件

　
　
　

第
三
号
議
案　

�

令
和
元
年
度
総
会
の
日
時
及
び
場
所
並
び
に
目
的

で
あ
る
事
項
の
承
認
に
関
す
る
件

　
　

・
第
三
回
理
事
会

　
　
　

令
和
元
年
六
月
十
六
日
㈰　

ホ
テ
ル
ナ
ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ
ス
ル

　
　
　

次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
、
原
案
通
り
議
決
し
た
。

　
　
　

第
一
号
議
案　

理
事
長
・
副
理
事
長
の
選
定
に
つ
い
て

　
　
　
　

理 

事 
長
：
伊
藤
仙
游

　
　
　
　

副
理
事
長
：
岡
野
楠
亭
、
加
藤　

裕
、
松
下
英
風

　
　
　

第
二
号
議
案　

退
任
理
事
の
役
職
人
事
に
つ
い
て

　
　
　
　

常
任
顧
問
：
関
根
玉
振

　
　
　
　

顧　
　

問
：
梶
山
夏
舟
、
木
俣
紫
香
、
平
松
采
桂
、
伊
藤
暁
嶺

　
　
　

第
三
号
議
案　

事
務
局
編
成
に
つ
い
て

　
　
　
　

本
部
事
務
局
及
び
支
部
長

　
　

・
第
四
回
理
事
会

　
　
　

令
和
二
年
二
月
十
一
日
（
火
・
祝
）

　
　
　

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
に
て
開
催

　
　
　

次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
、
原
案
の
通
り
議
決
し
た
。

　
　
　

第
一
号
議
案　

令
和
二
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
関
す
る
件

　
　
　

第
二
号
議
案　

令
和
二
年
度
予
算
（
案
）
に
関
す
る
件

　
　
　

第
三
号
議
案　

特
別
昇
格
者
の
承
認
に
関
す
る
件

　
　
　

第
四
号
議
案　

評
議
員
の
承
認
に
関
す
る
件

　
　
　

第
五
号
議
案　

正
会
員
の
承
認
に
関
す
る
件

　
　
　

第
六
号
議
案　

審
査
会
員
の
承
認
に
関
す
る
件

　
　
　

第
七
号
議
案　

名
誉
顧
問
の
承
認
に
関
す
る
件

　
　
　

第
八
号
議
案　

常
任
顧
問
の
承
認
に
関
す
る
件

　
　

・
第
五
回
理
事
会
（
定
款
第
三
十
条　

法
人
法
九
十
六
条
）

　
　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
二
日
㈰

　
　
　

�

次
の
議
案
に
つ
い
て
、
提
案
書
を
役
員
・
理
事
・
監
事
に
発
送
し
、

書
面
に
よ
る
意
志
表
示
を
得
、
原
案
の
通
り
議
決
し
た
。

　
　
　

第
一
号
議
案　
「
第
七
十
回
記
念
中
日
書
道
展
」中
止
に
関
す
る
件

　
　
　

第
二
号
議
案　

�「
記
念
事
業　

世
界
の
書
の
祭
典
二
〇
二
〇
」中
止

に
関
す
る
件

　

３　

理
事
・
監
事
選
考
委
員
会

　
　
　

令
和
元
年
五
月
六
日
㈪　

本
部
に
て
開
催

　
　
　

新
理
事
・
新
監
事
選
考
（
案
）
に
関
す
る
件

　

４　

評
議
員
会

　
　
　

令
和
二
年
二
月
十
一
日
（
火
・
祝
）

　
　
　

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
に
て
開
催

　
　
　

次
の
事
項
に
つ
い
て
報
告
を
し
た
。

　
　
　
　

⑴　

令
和
二
年
度
事
業
計
画
書
に
つ
い
て

　
　
　
　

⑵　

令
和
二
年
度
収
支
予
算
書
つ
い
て

　
　
　
　

⑶　

評
議
員
の
承
認
つ
い
て

　
　
　
　

⑷　

正
会
員
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　

⑸　

審
査
会
員
の
承
認
に
つ
い
て

　

５　

企
画
委
員
会

　
　

⑴　

第
一
回
企
画
委
員
会

　
　
　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
七
日
㈰　

キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ

　
　

⑵　

第
二
回
企
画
委
員
会

　
　
　
　

令
和
元
年
五
月
十
九
日
㈰　

本
部

　
　

⑶　

第
三
回
企
画
委
員
会

　
　
　
　

令
和
元
年
六
月
十
六
日
㈰　

ナ
ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

　
　

⑷　

第
四
回
企
画
委
員
会

　
　
　
　

令
和
元
年
七
月
十
四
日
㈰　

名
鉄
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　
　

⑸　

第
五
回
企
画
委
員
会

　
　
　
　

令
和
元
年
九
月
十
六
日
（
月
・
祝
）　

本
部

　
　

⑹　

第
六
回
企
画
委
員
会

　
　
　
　

令
和
元
年
十
月
二
十
六
日
㈯　

本
部

　
　

⑺　

第
七
回
企
画
委
員
会

　
　
　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
七
日
㈰　

本
部

　
　

⑻　

第
八
回
企
画
委
員
会

　
　
　
　

令
和
元
年
十
二
月
二
十
二
日
㈰　

本
部

　
　

⑼　

第
九
回
企
画
委
員
会

　
　
　
　

令
和
二
年
一
月
十
二
日
㈰　

本
部

　
　

⑽　

第
十
回
企
画
委
員
会

　
　
　
　

令
和
二
年
二
月
十
一
日
（
火
・
祝
）　

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル

　
　

⑾　

第
十
一
回
企
画
委
員
会

　
　
　
　

令
和
二
年
三
月
十
五
日
㈰　

本
部



備
　
　
考

支
部
別
内
訳

一
宮

半
田

西
三
河

東
三
河

濃
飛

北
勢

中
南
勢

岐
阜

合
　
計

1 理
事
監
事
会
費

5,000
10,000

10,000
5,000

0
5,000

10,000
5,000

50,000
2 評

議
員
参
与
会
費

424,000
112,000

348,000
136,000

40,000
128,000

80,000
508,000

1,776,000
3 正
会
員
会
費

788,000
392,000

696,000
232,000

64,000
228,000

168,000
808,000

3,376,000
4 準
会
員
会
費

95,000
90,000

150,000
77,500

40,000
52,500

12,500
32,500

550,000
5 過
年
度
会
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
合
　
　
計

1,312,000
604,000

1,204,000
450,500

144,000
413,500

270,500
1,353,500

5,752,000

支
部
別
内
訳

一
宮

半
田

西
三
河

東
三
河

濃
飛

北
勢

中
南
勢

岐
阜

合
　
計

1 支
部
展
収
入

708,000
732,000

1,261,000
1,178,000

142,000
235,500

232,000
510,000

4,998,500
2 支

部
学
生
展
収
入

1,220,760
1,149,000

2,681,600
0

0
0

0
0

5,051,360
3 支

部
選
抜
展
収
入

0
0

0
300,000

0
0

0
0

300,000
4 支

部
研
修
会
収
入

1,024,000
377,000

330,000
328,000

275,000
277,000

176,000
234,000

3,021,000
5 支

部
講
習
会
収
入

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6 支

部
祝
賀
会
収
入

695,500
140,000

0
0

312,000
175,000

138,000
784,000

2,244,500
合
　
　
計

3,648,260
2,398,000

4,272,600
1,806,000

729,000
687,500

546,000
1,528,000

15,615,360

支
部
別
内
訳

一
宮

半
田

西
三
河

東
三
河

濃
飛

北
勢

中
南
勢

岐
阜

合
計

1 特
定
資
産
利
息
収
入

0
0

50
0

0
0

0
0

50
2 寄
付
金
収
入

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3 普

通
預
金
利
息
収
入

0
0

21
0

0
0

0
6

27
4 宛名ラベル発行手数料収入

0
0

2,463
0

0
0

0
0

2,463
5 負
担
金
収
入

100,000
0

0
0

0
0

0
0

100,000
6 雑
収
入

0
0

0
0

0
0

0
0

0
合
　
　
計

100,000
0

2,534
0

0
0

0
6

102,540

　
積
立
金
取
崩

0
0

0
0

0
0

0
0

0

支
部
別
内
訳

一
宮

半
田

西
三
河

東
三
河

濃
飛

北
勢

中
南
勢

岐
阜

合
　
計

1
 講
演
会
費

98,601
55,685

58,913
93,185

33,411
111,621

119,630
55,685

626,731
2
 講
習
会
費

0
26,961

0
38,940

0
61,032

0
0

126,933
3
 研
究
会
費

0
0

17,737
0

0
0

0
0

17,737
4
 支
部
研
修
費

983,975
501,426

413,244
285,056

260,621
338,167

256,036
430,220

3,468,745
5
 支
部
選
抜
展
費

0
0

0
80,879

0
0

0
0

80,879
6
 支
部
学
生
展
費

1,658,133
1,153,202

2,504,795
0

0
0

0
0

5,316,130
7
 支
部
展
費

615,265
580,017

1,256,434
1,075,208

97,709
126,443

369,880
432,979

4,553,935
８
 色
紙
展
費

0
137,655

0
0

0
0

0
0

137,655
9
 書
道
振
興
事
業
費

370,000
0

0
0

0
0

0
0

370,000
10 周

年
記
念
事
業
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
11 支

部
祝
賀
会
費

851,985
85,000

0
0

311,000
216,300

145,640
1,140,920

2,750,845
事
業
費
計

4,577,959
2,539,946

4,251,123
1,573,268

702,741
853,563

891,186
2,059,804

17,449,590
1
 支
部
事
務
所
費

1,045,698
390,090

1,050,508
254,798

211,560
199,418

127,606
897,019

4,176,697
合
　
　
計

5,623,657
2,930,036

5,301,631
1,828,066

914,301
1,052,981

1,018,792
2,956,823

21,626,287

　
記
念
事
業
積
立

70,000
100,000

500,050
0

0
30,000

0
0

700,050
　
前
受
金
支
出

0
0

0
94,000

0
0

0
0

94,000
　
会
費
前
受
金

0
0

5,685
0

0
0

0
0

5,685

　
前
期
末
繰
越

897,249
242,855

1,563,592
793,258

109,832
94,940

466,052
815,064

4,982,842
　
次
期
繰
越

263,852
214,819

1,246,730
1,127,692

68,531
112,959

263,760
739,747

4,038,090

科
　
　
目

決
算
額
（
Ａ
）
前
年
度
決
算
額

予
算
額
（
Ｂ
）
差
異（
Ａ
）－（

Ｂ
）

説
　
　
明

円
円

円
円

Ⅰ
　
事
業
活
動
収
支
の
部

　
1．
�
事

業
活

動
収

入
�

①
�基
本
財
産
運
用
収
入

�
�
1�
基
本
財
産
利
息
収
入

73,500
73,500

73,500
0
3000万

×
0.35％

×
0.7

�
②
�特
定
資
産
運
用
収
入

�
�
1�
特
定
資
産
利
息
収
入

245,394
245,271

245,000
394

5300万
×
0.02～

0.01％
、
国
債
利
息

�
③
�会

費
収

入
�

�
1�
理
事
監
事
受
取
会
費

462,000
462,000

462,000
0
理
事
監
事
14000円

×
33名

�
�
2�
評
議
員
以
上
受
取
会
費
収
入

14,088,000
14,196,000

14,292,000
△
�204,000

評
議
員
以
上
12000円

×
1,174名

�
�
3�
正
会
員
受
取
会
費
収
入

17,336,000
18,128,000

19,064,000
△
�1,728,000

正
会
員
8000円

×
2,167名

�
�
4�
準
会
員
受
取
会
費
収
入

1,800,000
1,950,000

2,165,000
△
�365,000

準
会
員
5000円

×
360名

�
�
5�
協
賛
会
員
受
取
会
費
収
入

1,025,000
1,025,000

1,100,000
△
�75,000

協
賛
会
員
25000円

×
41件

�
�
�
会

費
収

入
計

34,711,000
35,761,000

37,083,000
△
�2,372,000

�
④
�過

年
度
会
費
収
入

�
�
1�
評
議
員
以
上
過
年
度
会
費
収
入

12,000
23,000

0
12,000

評
議
員
以
上
12,000円

×
1名

�
�
2�
正
会
員
過
年
度
会
費
収
入

200,000
455,000

0
200,000

正
会
員
8,000円

×
25名

�
�
3�
準
会
員
過
年
度
会
費
収
入

45,000
50,000

0
45,000

準
会
員
5000円

×
9名

�
�
4�
協
賛
会
員
過
年
度
会
費
収
入

25,000
0

0
25,000

協
賛
会
員
25000円

×
1件

�
�
�
過
年
度
会
費
計

282,000
528,000

0
282,000

�
⑤
�事

業
収

入
�

�
1�
寿
書
展
参
加
料

840,000
785,000

900,000
△
�60,000

出
品
料
（
5,000円

×
168名

）
�

�
2�
支

部
展

収
入

4,998,500
5,461,500

5,698,000
△
�699,500

支
部
別
内
訳
参
照

�
�
3�
支
部
学
生
展
収
入

5,051,360
5,354,895

5,746,000
△
�694,640

支
部
別
内
訳
参
照

�
�
4�
支
部
選
抜
展
収
入

300,000
315,000

350,000
△
�50,000

支
部
別
内
訳
参
照

�
�
5�
支
部
研
修
会
収
入

3,021,000
2,965,000

3,012,000
9,000

支
部
別
内
訳
参
照

�
�
6�
支
部
講
習
会
収
入

0
45,400

80,000
△
�80,000

支
部
別
内
訳
参
照

�
�
7�

書
道
教
育
者
推
薦
教
室
看
板
料
収
入

50,000
75,000

100,000
△
�50,000

25000円
×
2件

�
�
8�
塾
総
合
保
険
料
収
入

198,580
204,810

260,000
△
�61,420

41件
　
1,554名

�
�
9�
会
員
交
流
参
加
料
収
入

0
0

300,000
△
�300,000

�
�
10�公

開
講
座
参
加
料
収
入

202,000
246,000

300,000
△
�98,000

2000円
×
101名

�
�
11�書

道
教
育
研
修
参
加
料
収
入

21,000
24,000

30,000
△
�9,000

36名
（
有
料
3,000円

×
7名
）

�
�
12�周

年
記
念
事
業
準
備
収
入

0
0

0
0

�
�
13�中

日
展

収
入

43,682,700
44,836,700

43,954,000
△
�271,300

中
日
展
収
入
内
訳
参
照

�
�
14�中

日
書
き
ぞ
め
展
収
入

5,444,660
5,585,440

5,700,000
△
�255,340

400円
×
14,939点

（
整
理
費
差
引
）

�
�
15�愛

の
募
金
収
入

3,872,000
4,203,000

4,200,000
△
�328,000

�
�
16�本

部
祝
賀
会
収
入

14,437,000
15,708,168

16,600,000
△
�2,163,000

�
�
17�支

部
祝
賀
会
収
入

2,244,500
2,041,500

2,671,000
△
�426,500

支
部
別
内
訳
参
照

�
�
�
事

業
収

入
計

84,363,300
87,851,413

89,901,000
△
�5,537,700

�
⑥
�寄

付
金

収
入

�
�
1�
受

取
寄

附
金

0
0

0
0

�
�
�
寄
付
金
収
入
計

0
0

0
0

�
⑦
�雑

収
入

�
�
1�
普
通
預
金
受
取
利
息

91
69

1,000
△
�909

�
�
2�
会
員
名
簿
広
告
料
収
入

870,000
0

1,050,000
△
�180,000

�
�
3�
宛
名
ラ
ベ
ル
発
行
手
数
料
収
入

370,518
445,385

330,000
40,518

�
�
4�
負

担
金

収
入

100,000
100,000

95,000
5,000

一
宮
芸
術
祭
交
付
金

�
�
5�
雑

収
入

18,344
35,080

0
18,344

備
品
貸
出

�
�
�
雑

収
入

計
1,358,953

580,534
1,476,000

△
�117,047

　
事

業
活

動
収

入
計

121,034,147
125,039,718

128,778,500
△
�7,744,353

　
2．
�
事

業
活

動
支

出
�

①
�事

業
費

支
出

�
�
1�

企
画
委
員
を
兼
務
す
る
評
議
員
報
酬

598,212
660,096

804,492
△
�206,280

�
�
2�
臨

時
雇

賃
金

734,500
755,260

826,200
△
�91,700

中
日
展
受
付
等

�
�
3�
報

償
謝

金
1,058,226

931,446
1,477,000

△
�418,774

各
種
謝
礼

�
�
4�
報

償
奨

励
6,235,022

6,951,531
7,010,000

△
�774,978

賞
品
代
、
記
念
品
代

�
�
5�
報

償
交

際
265,616

324,733
608,500

△
�342,884

支
部
事
業
交
際
費

�
�
6�
旅

費
交

通
費

8,879,741
8,872,344

10,366,000
△
�1,486,259

作
業
時
交
通
費
、
タ
ク
シ
ー
等

�
�
7�
食

糧
費

5,000,473
5,350,016

5,529,500
△
�529,027

作
業
時
食
糧
費
等

�
�
8�
消

耗
品

費
711,582

608,469
1,037,000

△
�325,418

�
�
9�
印

刷
製

本
費

9,376,151
8,500,067

8,572,490
803,661

�
�
10�光

熱
水

費
57,890

73,290
73,000

△
�15,110

半
田
支
部
事
業
光
熱
費

�
�
11�通

信
運

搬
費

1,947,219
1,644,539

3,520,740
△
�1,573,521

�
�
12�手

数
料

153,085
173,734

162,000
△
�8,915

�
�
13�使

用
料

6,865,744
6,079,947

7,039,112
△
�173,368

会
場
使
用
料
等

�
�
14�消

耗
什
器
備
品
費

0
0

100,000
△
�100,000

�
�
15�負

担
金

370,000
410,000

380,000
△
�10,000

一
宮
支
部
事
業
支
払
会
費

�
�
16�委

託
料

5,457,348
3,831,905

2,963,952
2,493,396

看
板
作
成
等

�
�
17�寄

託
費

3,800,000
3,800,000

3,800,000
0
愛
の
募
金
に
よ
る
寄
託
　
ほ
か

�
�
18�補

助
助

成
0

100,000
100,000

△
�100,000

外
国
研
修
補
助

�
�
19�会

員
交

流
費

0
0

270,000
△
�270,000

�
�
20�対

外
広

報
費

7,724,800
7,510,000

7,509,000
215,800

新
聞
　
業
界
紙
広
告

�
�
21�会

議
費

3,028,756
2,742,078

1,324,000
1,704,756

�
�
22�保

険
料

242,246
257,690

300,000
△
�57,754

塾
保
険
等

�
�
23�新

聞
図

書
費

0
0

0
0

�
�
24�表

装
保

管
料

2,646,880
1,988,773

2,235,000
411,880

若
年
層
作
品
、
書
き
ぞ
め
展
表
装
ほ
か

�
�
25�本

部
祝
賀
会
費

14,358,806
17,326,164

16,600,000
△
�2,241,194

�
�
26�支

部
祝
賀
会
費

2,796,457
2,422,622

2,847,000
△
�50,543

�
�
�
事
業
費
支
出
計

82,308,754
81,314,704

85,454,986
△
�3,146,232

事
業
別
内
訳
参
照

中 日 会 報 �6第 197 号 令和２年８月１日
第
２
号
議
案
　
令
和
元
年
度
収
支
決
算
書
の
承
認
に
関
す
る
件

令
和
元
年
度
　
収
支
計
算
書

自
　
平
成
31年
４
月
１
日

至
　
令
和
２
年
３
月
31日



備
　
　
考

中
日
展
収
入
内
訳

決
算
額
（
Ａ
）

前
年
度
決
算
額

予
算
額
（
Ｂ
）

差
異（
Ａ
）－（
Ｂ
）

説
　
明

1 審
査
会
員
以
上
出
品
料

15,960,000
16,072,000

15,680,000
280,000

14000円
×
1140点

2 依
嘱
・
無
鑑
査
出
品
料

11,616,000
12,156,000

11,940,000
△
�324,000

12000円
×
968点

3 一
科
出
品
料

6,471,000
6,975,000

6,840,000
△
�369,000

9000円
×
719点

4 二
科
出
品
料

4,116,000
4,284,000

4,060,000
56,000

7000円
×
588点

5 若
年
層
出
品
料

2,715,000
2,545,000

2,400,000
315,000

5000円
×
543点

6 入
場
料

157,500
157,500

228,000
△
�70,500

300円
×
525名

7 入
賞
目
録

47,200
47,200

56,000
△
�8,800

200円
×
236部

8 社
中
広
告
料

1,760,000
1,760,000

1,840,000
△
�80,000

40000円
×
44件

9 協
賛
店
広
告
料

840,000
840,000

910,000
△
�70,000

35000円
×
24件

合
　
計

43,682,700
44,836,700

43,954,000
△
�271,300

事
業
別
内
訳

決
算
額
（
Ａ
）

前
年
度
決
算
額

予
算
額
（
Ｂ
）

差
異（
Ａ
）－（
Ｂ
）

説
　
明

1 講
演
会
費

877,671
792,232

962,000
△
�84,329

支
部
は
支
部
別
内
訳
参
照

2 寿
書
展
費

1,206,865
1,146,180

1,216,400
△
�9,535

3 支
部
講
習
会
費

126,933
114,032

273,000
△
�146,067

支
部
別
内
訳
参
照

4 支
部
研
究
会
費

17,737
136,174

134,000
△
�116,263

支
部
別
内
訳
参
照

5 支
部
研
修
会
費

3,468,745
3,465,175

3,490,730
△
�21,985

支
部
別
内
訳
参
照

6 支
部
選
抜
展
費

80,879
95,957

323,000
△
�242,121

支
部
別
内
訳
参
照

7 支
部
学
生
展
費

5,316,130
5,411,410

5,852,000
△
�535,870

支
部
別
内
訳
参
照

8 支
部
展
費

4,553,935
4,346,253

4,724,200
△
�170,265

支
部
別
内
訳
参
照

9 色
紙
展
費

137,655
121,911

139,000
△
�1,345

半
田
支
部

10 書
道
振
興
事
業
費

370,000
577,628

380,000
△
�10,000

一
宮
支
部

11 書
道
教
育
研
修
費

829,223
808,197

758,500
70,723

12 外
国
研
修
補
助
費

0
100,000

100,000
△
�100,000

13 功
労
者
等
顕
彰
費

140,473
577,057

235,000
△
�94,527

14 書
道
教
育
者
養
成
費

47,860
96,400

100,000
△
�52,140

教
室
看
板

15 塾
総
合
保
険
事
業
費

206,246
204,790

254,000
△
�47,754

16 史
跡
探
訪
費

0
0

500,000
△
�500,000

17 書
道
普
及
事
業
費

2,650,492
1,887,634

2,271,492
379,000

企
画
委
員
会

18 記
念
事
業
費

490,904
0

0
490,904

書
の
祭
典
2020

19 情
報
提
供
事
業

5,466
0

268,000
△
�262,534

サ
イ
ト
運
営

20 調
査
研
究
費

0
1,960

30,000
△
�30,000

21 資
料
収
集
費

27,000
21,488

60,000
△
�33,000

22 公
開
講
座
費

394,138
489,306

534,000
△
�139,862

23 中
日
展
費

33,289,103
31,532,810

33,311,664
△
�22,561

24 中
日
書
き
ぞ
め
展
費

5,588,824
5,713,578

5,699,000
△
�110,176

25 愛
の
募
金
費

3,901,566
3,885,659

4,052,000
△
�150,434

26 会
員
交
流

0
0

340,000
△
�340,000

27 本
部
祝
賀
会

15,830,064
17,326,164

16,600,000
△
�769,936

28 支
部
祝
賀
会
費

2,750,845
2,462,709

2,847,000
△
�96,155

支
部
別
内
訳
参
照

合
　
計

82,308,754
81,314,704

85,454,986
△
�3,146,232

管
理
費
目
別
内
訳

決
算
額
（
Ａ
）

前
年
度
決
算
額

予
算
額
（
Ｂ
）

差
異（
Ａ
）－（
Ｂ
）

説
　
明

1 会
議
費

4,463,318
3,759,595

4,311,000
152,318

本
部

　
　
⑴
総
会

1,276,155
954,532

1,811,000
△
�534,845

　
　
⑵
理
事
会

1,350,986
1,195,065

945,000
405,986

　
　
⑶
評
議
員
会

1,836,177
1,609,998

1,490,000
346,177

　
　
⑷
役
員
選
考
会

0
0

65,000
△
�65,000

2 事
務
局
費

29,318,718
27,916,908

26,941,520
2,377,198

本
部

3 支
部
事
務
所
費

4,176,697
4,355,841

4,260,570
△
�83,873

支
部
別
一
覧
参
照

4 慶
弔
費

158,079
242,194

310,000
△
�151,921

供
花
、
見
舞
金
等

5 会
報
費

4,133,177
4,060,228

4,787,000
△
�653,823

年
4
回
発
行

6 名
簿
費

1,092,114
77,138

1,474,000
△
�381,886

2019・
2020年

度
版

合
　
計

43,342,103
40,411,904

42,084,090
1,258,013

事
業
及
び
管
理
合
計

125,650,857
121,726,608

127,539,076
△
�1,888,219

科
　
　
目

決
算
額
（
Ａ
）
前
年
度
決
算
額

予
算
額
（
Ｂ
）
差
異（
Ａ
）－（

Ｂ
）

説
　
　
明

円
円

円
円

�
②
�管

理
費

支
出

支
部
事
務
所
費
含
む

�
�
1�
理
事
監
事
報
酬

1,326,642
1,174,393

1,100,000
226,642

企
画
会
議

�
�
2�
名
誉
会
長
報
酬

222,740
103,700

207,000
15,740

�
�
3�
名
誉
会
長
代
行
報
酬

61,894
61,894

93,000
△
�31,106

�
�
4�
名
誉
副
会
長
報
酬

41,260
41,260

62,000
△
�20,740

�
�
5�
学
術
顧
問
報
酬

222,740
111,370

360,000
△
�137,260

�
�
6�
従
業
員
給
料
手
当

4,997,758
4,856,786

5,150,000
△
�152,242

職
員
給
与
・
賞
与

�
�
7�
従
業
員
退
職
金

0
0

0
0

�
�
8�
臨

時
雇

賃
金

871,885
847,320

900,000
△
�28,115

臨
時
職
員

�
�
9�
福

利
厚

生
費

34,481
35,086

50,000
△
�15,519

�
�
10�報

償
謝

金
1,596,515

1,944,056
1,630,000

△
�33,485

税
理
士
・
司
法
書
士
・
労
務
士

�
�
11�報

償
奨

励
63,000

72,260
432,000

△
�369,000

支
部
賞
品
代
、
記
念
品
代

�
�
12�報

償
交

際
512,738

704,660
688,000

△
�175,262

慶
弔
等

�
�
13�旅

費
交

通
費

2,753,069
2,986,705

3,121,000
△
�367,931

職
員
交
通
費
、
タ
ク
シ
ー
、
駐
車
料

�
�
14�食

糧
費

498,177
679,049

604,000
△
�105,823

�
�
15�消

耗
品

費
1,284,207

519,944
643,000

641,207
会
員
章

�
�
16�印

刷
製

本
費

8,380,666
7,039,652

8,505,960
△
�125,294

会
報
、
議
案
書
ほ
か

�
�
17�光

熱
水

費
363,798

341,524
339,000

24,798
本
部
事
務
所
電
気
、
冷
暖
房

�
�
18�通

信
運

搬
費

5,257,780
4,856,180

3,994,100
1,263,680

電
話
、
郵
送
料
等

�
�
19�手

数
料

625,796
450,029

403,000
222,796

振
込

�
�
20�事

務
所

賃
料

7,855,938
7,771,980

7,850,000
5,938

本
部
・
支
部
事
務
所

�
�
21�使

用
料

2,004,356
1,252,242

1,435,100
569,256

会
議
室
料
、
リ
ー
ス
料
ほ
か

�
�
22�消

耗
什
器
備
品
費

167,149
261,640

200,000
△
�32,851

パ
ソ
コ
ン

�
�
23�租

税
公

課
48,700

47,500
25,000

23,700
法
人
税
等

�
�
24�負

担
金

426,400
364,400

364,400
62,000

諸
会
費

�
�
25�委

託
料

706,926
781,738

640,000
66,926

総
会
等
看
板
、
派
遣
社
員

�
�
26�寄

託
費

110,000
162,920

50,000
60,000

中
国
武
漢
、
東
北
大
震
災

�
�
27�補

助
助

成
0

0
18,000

△
�18,000

�
�
28�法

定
福

利
991,185

920,322
950,000

41,185
職
員
社
会
保
険
・
雇
用
保
険

�
�
29�対

外
広

報
費

335,500
329,400

336,000
△
�500

新
聞
広
告
な
ど

�
�
30�会

議
費

1,493,771
1,555,916

1,890,100
△
�396,329

理
事
会
、
支
部
幹
部
会
等

�
�
31�新

聞
図

書
費

37,032
137,978

43,430
△
�6,398

�
�
32�雑

支
出

50,000
0

0
50,000

前
期
財
産
目
録
支
部
積
立
額
誤
記
載
の
た
め

�
�
�
管
理
費
支
出
計

43,342,103
40,411,904

42,084,090
1,258,013

管
理
費
目
別
内
訳
参
照

�
事
業
活
動
支
出
計

125,650,857
121,726,608

127,539,076
△
�1,888,219

�
事
業
活
動
収
支
差
額

－
4,616,710

3,313,110
1,239,424

△
�5,856,134

Ⅱ
　
投
資
活
動
収
支
の
部

　
1．
�
投

資
活

動
収

入
�

①
�特
定
資
産
取
崩
収
入

資
産
取
崩

�
�
1�
本
部
定
期
取
崩

0
0

0
0

�
�
2�
退
職
給
付
引
当
資
産
取
崩

0
0

0
0

�
�
3�
設
備
拡
充
資
金
積
立
金
支
出
取
崩

0
0

0
0

�
�
4�
本
部
記
念
事
業
積
立
金
取
崩

0
0

0
0

�
�
5�
名
簿
費
引
当
金
取
崩

500,000
0

500,000
0

�
�
6�
支
部
特
定
資
産
積
立
金
取
崩

0
0

0
0

�
�
7�
�前
期
支
部
記
念
事
業
積
立
戻
し
入
れ

50,000
0

0
50,000

�
投
資
活
動
収
入
計

550,000
0

500,000
50,000

　
2．
�
投

資
活

動
支

出
�

①
�特
定
資
産
取
得
支
出

資
産
積
立

�
�
1�
退
職
給
付
引
当
資
産
取
得
支
出

144,000
144,000

144,000
0

�
�
2�
設
備
拡
充
資
金
積
立
金
支
出

50,000
50,000

50,000
0

�
�
3�

本
部
90周

年
記
念
事
業
積
立
金
支
出

400,000
400,000

400,000
2024年

�
�
4�
名
簿
費
引
当
金
積
立
支
出

0
500,000

0
0
2019・

2020年
度

�
�
5�
� 支
部
特
定
資
産
積
立
金
支
出

700,050
650,000

550,000
150,050

一
宮
　
半
田
　
西
三
　
濃
飛

�
�
�
特
定
資
産
取
得
支
出
計

1,294,050
1,744,000

1,144,000
150,050

�
②
�固
定
資
産
取
得
支
出

�
�
1�
什
器
備
品
取
得
支
出

0
0

0
0
10万
円
以
上
備
品

�
�
�
固
定
資
産
取
得
支
出
計

0
0

0
0

�
投
資
活
動
支
出
計

1,294,050
1,744,000

1,144,000
150,050

�
投
資
活
動
収
支
差
額

－
744,050

－
1,744,000

－
644,000

△
�100,050

Ⅲ
　
財
務
活
動
収
支
の
部

　
1．
�
財

務
活

動
収

入
0

0
0

0
借
入
金

　
2．
�
財

務
活

動
支

出
0

0
0

0
返
済

�
財
務
活
動
収
支
差
額

0
0

0
0

�
予

備
費

支
出

0
0

300,000
△
�300,000

�
当

期
収

支
差

額
－
5,360,760

1,569,110
295,424

△
�5,656,184

�
前
期
繰
越
収
支
差
額

8,875,472
7,306,362

5,111,834
3,763,638

�
次
期
繰
越
収
支
差
額

3,514,712
8,875,472

5,407,258
△
�1,892,546

Ⓒ

2
　
次
期
繰
越
収
支
差
額
に
含
ま
れ
る
資
産
及
び
負
債
の
内
容

科
　
　
目

当
期
末
残
高
前
期
末
残
高

差
　
異

説
　
明

1
 
現
 
 
金

951,511
2,８24,125

△
�1,８72,614

2
 
普
通
預
金

3,56８,575
4,547,335

△
�97８,760

3
 
振
替
貯
金

657,492
８34,307

△
�176,８15

4
 
定
期
預
金

1,200,000
1,200,000

0
5
 
前
払
金

0
0

0
資
産
合
計

6,377,57８
9,405,767

△
�3,02８,1８9

1
 
預
り
金

199,975
341,275

△
�141,300

源
泉
税
、
社
会
保
険
料

2
 
前
受
金

0
94,000

△
�94,000

3
 
未
払
金

2,662,８91
95,020

2,567,８71
荒
川
印
刷
、
ウ
サ
ミ
印
刷

負
債
合
計

2,８62,８66
530,295

2,332,571
次
期
繰
越
収
支
差
額

3,514,712
８,８75,472

△
�5,360,760

Ⓒ

1
 
資
金
の
範
囲

　
　
�資
金
の
範
囲
に
は
、現
金
預
金
、

振
替
貯
金
、
定
期
預
金
、
前
払

費
用
、
過
払
金
、
預
け
金
、
未

払
金
、
前
受
金
、
預
り
金
を
含

め
て
い
る
。
な
お
、
前
期
末
及

び
当
期
末
残
高
は
、
下
記
2に

記
載
す
る
と
お
り
で
あ
る
。

収
支
計
算
書
に
対
す
る
注
記

中 日 会 報�7 令和２年８月１日 第 197 号



財　　　産　　　目　　　録 令和 2年 3月31日現在

円
総　資　産　額� 115, 860, 733
　 基 本 財 産� 30, 000, 000
　 運 用 財 産� 85, 860, 733
負　　　　　債� 2, 862, 866

Ⅰ　資産の部 円
1．流動資産
①現金預金（運用資産）
　⑴� 現 金 本部　現金 449,4８1

一宮支部　現金 211,635
半田支部　現金 0
西三河支部　現金 140,929
東三河支部　現金 15,516
濃飛支部　現金 1８,917
北勢支部　現金 59,92８
中南勢支部　現金 52,126
岐阜支部　現金 2,979

現 金 合 計 951,511

　⑵� 普 通 預 金 三菱UFJ 銀行柳橋支店 2８８,796 ①－ 1
三菱 UFJ 銀行柳橋支店（理） 141,77８ ②
三菱UFJ 銀行新名古屋駅前支店 3,9８7 ③－ 1
大垣共立銀行菊井町支店 7,274 ④
瀬戸信用金庫名古屋支店 92,5８4 ⑤－ 1
一宮支部　ゆうちょ銀行 4８,217 ⑥－ 1
半田支部　半田信用金庫 0 ⑦
西三河支部　瀬戸信用金庫 193,365 ⑧－ 1
西三河支部　ゆうちょ銀行 912,436 ⑨
西三河支部　中央信金 0
東三河支部　ゆうちょ銀行 1,100,431 ⑩
濃飛支部　ゆうちょ銀行 49,614 ⑪
北勢支部　ゆうちょ銀行 1,８25 ⑫
岐阜支部　十六銀行 72８,26８ ⑬

普通預金合計 3,56８,575

　⑶� 郵 便 振 替 本部　名古屋中央郵便局 151,5８８ ⑭
一宮支部　郵便振替 ８,000 ⑮
半田支部　郵便振替 214,８19 ⑯
西三河支部　郵便振替 0 ⑰－ 1 、 2
東三河支部　郵便振替 11,745 ⑱
濃飛支部　郵便振替 0 ⑲
北勢支部　郵便振替 51,206 ⑳
中南勢支部　郵便振替 211,634 �
岐阜支部　郵便振替 ８,500 �

郵便振替合計 657,492

　⑷� 定 期 預 金 三菱UFJ 銀行柳橋支店 64８,000 ①－ 2
三菱 UFJ 銀行名古屋駅前支店 552,000 ③－ 2
大垣共立銀行菊井町支店 0

定期預金合計 1,200,000

②前払金（運用資産） 過払金 0
前払金合計 0

③未収金（運用資産） 未収会費 1,444,000 年会費、協賛会費
流動資産合計 7,８21,57８

2 ．固定資産
①基本財産
　⑴� 土 地 該当なし
　⑵� 建 物 該当なし
　⑶� 基 本 金 瀬戸信用金庫名古屋支店 30,000,000 本部 公益目的保有財産 ⑤－ 2
　⑷� 有 価 証 券 該当なし
　⑸� 機 械 器 具 該当なし

基本財産合計 30,000,000
② 特 定 資 産（ 運 用 財 産 ）
　⑴� 土 地 該当なし
　⑵� 建 物 該当なし
　⑶� 特 定 資 産
� 定 期 預 金 三菱UFJ 銀行新名古屋駅前支店 4８,94８,000 本部 公益目的保有財産 ③－ 3

三菱 UFJ 銀行柳橋支店 0 本部 公益目的保有財産
� 国 債 （ 2 0 年 ） 野村証券岐阜支店 20,133,400 本部 公益目的保有財産 �
　本部積立金
� 90周 年 記 念 事 業 積 立 金 三菱UFJ 銀行柳橋支店 2,300,000 令和 6年用 ①－ 3
� 設 備 拡 充 資 金 積 立 金 三菱UFJ 銀行柳橋支店 350,000 ①－ 4
� 名 簿 費 引 当 金 三菱UFJ 銀行柳橋支店 0 ①－ 5
� 退 職 給 付 引 当 金 三菱UFJ 銀行柳橋支店 1,122,000 ①－ 6
　支部積立金

Ⓐ
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� 一宮支部70周年記念事業積立金 ゆうちょ銀行 420,000 令和 6年用 ⑥－ 2
� 半 田支部記念事業積立金 半田信用金庫 100,000 令和 5年用 ⑦－ 2
� 西三河支部55周年記念事業積立金 愛知県中央信用組合 1,000,050 令和 4年用 ⑧－ 2
� 北勢支部40周年記念事業積立金 百五銀行東員支店 120,000 令和 ８年用 �

特定資産合計 74,493,450
③その他の固定資産（運用財産）
　⑴� 備 品 パソコン 1 本部 公益目的保有財産

プロジェクター 1 本部 公益目的保有財産
印章 1 本部 公益目的保有財産
パソコン 1 本部 公益目的保有財産
マークシート読取機 421,８4８ 本部 公益目的保有財産

　⑵� そ の 他 電話加入権 171,533 本部 公益目的保有財産
保証金 2,952,320 本部 公益目的保有財産 株式会社桑山

その他の固定資産合計 3,545,705
固定資産合計 10８,039,155

資産合計 115,８60,733 Ⓐ

3 ．負債 預り金 71,８06 1 ～ 3 月分源泉所得税
12,300 3 月分市県民税
115,８69 2 ・ 3 月分社会保険料

預 り 金 合 計 199,975
前受金 0
未払金 2,662,８91 荒川印刷、ウサミ印刷

未 払 金 合 計 2,662,８91
負 債 合 計 2,８62,８66

貸　　借　　対　　照　　表 令和 2年 3月31日現在
科　　目 当　期（A） 前　期（B） 増 減（A）－（B） 説　明

円 円 円
Ⅰ　資産の部
　1．�流 動 資 産
� ①�現 金 預 金
� � � 現 金 951,511 2,８24, 125 △�1,８72, 614
� � � 普 通 預 金 3,56８,575 4,547, 335 △�97８,760
� � � 郵 便 振 替 657,492 ８34,307 △�176,８15
� � � 定 期 預 金 1,200,000 1,200, 000 0
� � 現 金 預 金 合 計 6,377,57８ 9,405, 767 △�3,02８, 1８9
� ②�前 払 費 用
� � � 前 払 費 用 0 0 0
� � � 過 払 金 0 0 0
� � � 仮 払 金 0 0 0
� � 前 払 金 合 計 0 0 0
� ③�預 け 金
� � � 源 泉 税 0 0
� � � 市 県 民 税 0 0
� � � 社 会 保 険 料 0 0
� � 預 け 金 合 計 0 0 0
� ④�未 収 金
� � � 未 収 会 費 1,444,000 ８８８,000 556,000
� � 流 動 資 産 合 計 7,８21,57８ 10,293, 767 △�2,472, 1８9
　 2 ．� 固 定 資 産
� ①�基 本 財 産
� � � 定期預金�公益目的保有財産 30,000,000 30,000, 000 0
� ②�特 定 資 産
� � � 定期預金�公益目的保有財産 4８,94８,000 4８,94８, 000 0
� � � 2�0年国債�公益目的保有財産 20,133,400 20,133, 400 0
� � � 本 部 積 立 金 3,772,000 3,67８, 000 94,000
� � � 支 部 積 立 金 1,640,050 990,000 650,050
� � 特 定 資 産 合 計 74,493,450 73,749, 400 744,050
� ③�そ の 他 の 固 定 資 産
� � � 備 品� 公 益 目的保有財産 421,８52 ８43,700 △�421,８4８
� � � 電話加入権�公益目的保有財産 171,533 171,533 0
� � � 保証金� 公益目的保有財産 2,952,320 2,952, 320 0 桑山ビル分
� � そ の 他 の 固 定 資 産 合 計 3,545,705 3,967, 553 △�421,８4８
� � 固 定 資 産 合 計 10８,039,155 107,716, 953 322,202
� � 資 産 合 計 115,８60,733 11８,010, 720 △�2,149, 9８7

Ⅱ　負債の部
　 1．� 流 動 負 債
� � � 預 り 金 199,975 341,275 △�141,300 源泉税、社会保険料ほか
� � � 前 受 金 0 94,000 △�94,000
� � � 未 払 金 2,662,８91 95,020 2,567, ８71 荒川印刷、ウサミ印刷
� � 流 動 負 債 合 計 2,８62,８66 530,295 2,332, 571
　 2 ．� 固 定 負 債
� � 固 定 負 債 合 計 0 0 0
� � 負 債 合 計 2,８62,８66 530,295 2,332, 571

Ⅲ　正味財産の部
　 1．� 一 般 正 味 財 産 112,997,８67 117,4８0, 425 △�4,4８2, 55８
� � 正 味 財 産 合 計 112,997,８67 117,4８0, 425 △�4,4８2, 55８ Ⓑ
� � 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 115,８60,733 11８,010, 720 △�2,149, 9８7 Ⓐ
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正 味 財 産 増 減 計 算 書 自　平成31年 4 月 1 日
至　令和 2年 3月31日

科　　目 当　期（A） 前　期（B） 増 減（A）－（B） 説　　明
円 円 円

Ⅰ　 一 般 正 味 財 産 増 減 の 部
　 1． 経 常 増 減 の 部
　⑴　� 経常収益
� ①�基 本 財 産 運 用 益
� � 1 � 基 本 財 産 受 取 利 息 73,500 73,500 0
� ②�特 定 資 産 運 用 益
� � 1 � 特 定 資 産 受 取 利 息 245,394 245,271 123
� ③�受 取 会 費
� � 1 � 理 事 監 事 受 取 会 費 462,000 462,000 0
� � 2 � 評 議 員 受 取 会 費 14,0８８,000 14,196, 000 △�10８,000
� � 3 � 正 会 員 受 取 会 費 17,336,000 1８,12８, 000 △�792,000
� � 4 � 準 会 員 受 取 会 費 1,８00,000 1,950, 000 △�150,000
� � 5 � 協 賛 会 員 受 取 会 費 1,025,000 1,025, 000 0
� � 会 費 収 入 計 34,711,000 35,761, 000 △�1,050, 000
� ④�未 収 会 費 発 生 額
� � 1 � 未 収 会 費 970,000 779,000 191,000
� ⑤�事 業 収 益
� � 1 � 寿 書 展 参 加 料 ８40,000 7８5,000 55,000
� � 2 � 支 部 展 参 加 料 4,99８,500 5,461, 500 △�463,000
� � 3 � 支 部 学 生 展 参 加 料 5,051,360 5,354, ８95 △�303,535
� � 4 � 支 部 選 抜 展 参 加 料 300,000 315,000 △�15,000
� � 5 � 支 部 研 修 会 参 加 料 3,021,000 2,965, 000 56,000
� � 6 � 支 部 講 習 会 参 加 料 0 45,400 △�45,400
� � 7 � 書 道 教 育 者 推 薦 教 室 看 板 料 50,000 75,000 △�25,000
� � ８ � 塾 総 合 保 険 料 19８,5８0 204,８10 △�6,230
� � 9 � 会 員 交 流 参 加 料 0 0 0
� � 10� 公 開 講 座 参 加 料 202,000 246,000 △�44,000
� � 11� 書 道 教 育 研 修 参 加 料 21,000 24,000 △�3,000
� � 12� ８0 周 年 記 念 事 業 収 入 0 0 0
� � 13� 中 日 展 収 入 43,6８2,700 44,８36, 700 △�1,154, 000
� � 14� 中 日 書 き ぞ め 展 収 入 5,444,660 5,5８5, 440 △�140,7８0
� � 15� 愛 の 募 金 収 入 3,８72,000 4,203, 000 △�331,000
� � 16� 本 部 祝 賀 会 収 入 14,437,000 15,70８, 16８ △�1,271, 16８
� � 17� 支 部 祝 賀 会 収 入 2,244,500 2,041, 500 203,000
� � 事 業 収 益 計 ８4,363,300 ８7,８51, 413 △�3,4８８, 113
� ⑥�受 取 寄 付 金
� � 1 � 受 取 寄 付 金 0 0 0
� ⑦�雑 収 益
� � 1 � 普 通 預 金 受 取 利 息 91 69 22
� � 2 � 会 員 名 簿 広 告 料 収 入 ８70,000 0 ８70,000
� � 3 � 宛 名 ラ ベ ル 発 行 手 数 料 収 入 370,51８ 445,3８5 △�74,８67
� � 4 � 負 担 金 収 入 100,000 100,000 0
� � 5 � 雑 収 入 1８,344 35,0８0 △�16,736
� � 雑 収 益 計 1,35８,953 5８0,534 77８,419
� � 経 常 収 益 計 121,722,147 125,290, 71８ △�3,56８, 571

　⑵　� 経常費用
� ①�経 常 費 用
� � 1 � 理 事 監 事 報 酬 1,326,642 1,174, 393 152,249
� � 2 � 名 誉 会 長 報 酬 222,740 103,700 119,040
� � 3 � 名 誉 会 長 代 行 報 酬 61,８94 61,８94 0
� � 4 � 名 誉 副 会 長 報 酬 41,260 41,260 0
� � 5 � 学 術 顧 問 報 酬 222,740 111,370 111,370
� � 6 � 企画委員を兼務する評議員報酬 59８,212 660,096 △�61,８８4
� � 7 � 従 業 員 給 料 手 当 4,997,75８ 4,８56, 7８6 140,972
� � ８ � 退 職 金 0 0 0
� � 9 � 臨 時 雇 賃 金 1,606,3８5 1,602, 5８0 3,８05
� � 10� 福 利 厚 生 費 34,4８1 35,0８6 △�605
� � 11� 報 償 謝 金 2,654,741 2,８75, 502 △�220,761
� � 12� 報 償 奨 励 6,29８,022 7,023, 791 △�725,769
� � 13� 報 償 交 際 77８,354 1,029, 393 △�251,039
� � 14� 旅 費 交 通 費 11,632,８10 11,８59, 049 △�226,239
� � 15� 食 糧 費 5,49８,650 6,029, 065 △�530,415
� � 16� 消 耗 品 費 1,995,7８9 1,12８, 413 ８67,376
� � 17� 印 刷 製 本 費 17,756,８17 15,539, 719 2,217, 09８
� � 1８� 光 熱 水 費 421,6８８ 414,８14 6,８74
� � 19� 通 信 運 搬 費 7,204,999 6,500, 719 704,2８0
� � 20� 手 数 料 77８,８８1 623,763 155,11８
� � 21� 事 務 所 賃 料 7,８55,93８ 7,771, 9８0 ８3,95８
� � 22� 使 用 料 ８,８70,100 7,332, 1８9 1,537, 911
� � 23� 消 耗 什 器 備 品 費 167,149 261,640 △�94,491
� � 24� 租 税 公 課 4８,700 47,500 1,200
� � 25� 負 担 金 796,400 774,400 22,000
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� � 26� 委 託 料 6,164,274 4,613, 643 1,550, 631
� � 27� 寄 託 費 3,910,000 3,962, 920 △�52,920
� � 2８� 補 助 助 成 0 100,000 △�100,000
� � 29� 法 定 福 利 991,1８5 920,322 70,８63
� � 30� 会 員 交 流 費 0 0 0
� � 31� 対 外 広 報 費 ８,060,300 7,８39, 400 220,900
� � 32� 会 議 費 4,522,527 4,297, 994 224,533
� � 33� 保 険 料 242,246 257,690 △�15,444
� � 34� 新 聞 図 書 費 37,032 137,97８ △�100,946
� � 35� 表 装 保 管 料 2,646,８８0 1,9８８, 773 65８,107
� � 36� 本 部 講 演 会 祝 賀 会 費 14,35８,８06 17,326, 164 △�2,967, 35８
� � 37� 支 部 展 覧 会 講 演 会 費 2,796,457 2,422, 622 373,８35
� � 3８� 雑 支 出 50,000 0 50,000
� � 39� 什 器 備 品 減 価 償 却 費 421,８4８ 571,931 △�150,0８3
� � 経 常 費 用 計 126,072,705 122,29８, 539 3,774, 166
� ②�未 収 会 費 貸 倒 額
� � 1 � 未 収 会 費 貸 倒 額 132,000 1,499, 000 △�1,367, 000
� � 経 常 費 用 計 126,204,705 123,797, 539 2,407, 166
� � 当 期 経 常 増 減 額 －4,4８2,55８ 1,493, 179 △�5,975, 737

　 2 ． 経 常 外 増 減 の 部
　⑴　� 経 常 外 収 益
� � 経 常 外 収 益 計 0 0 0
　⑵　� 経 常 外 費 用
� � 経 常 外 費 用 計 0 0 0
� � 当 期 経 常 外 増 減 額 0 0 0
� � 当 期 一 般 正 味 財 産 増 減 額 －4,4８2,55８ 1,493, 179 △�5,975, 737
� � 一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 117,4８0,425 115,9８7, 246 1,493, 179
� � 一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 112,997,８67 117,4８0, 425 △�4,4８2, 55８

Ⅱ　 指 定 正 味 財 産 増 減 の 部
� � 当 期 指 定 正 味 財 産 増 減 額 0 0 0
� � 指 定 正 味 財 産 期 首 残 高 0 0 0
� � 指 定 正 味 財 産 期 末 残 高 0 0 0

Ⅲ 　 正 味 財 産 期 末 残 高 112,997,８67 117,4８0, 425 △�4,4８2, 55８ Ⓑ

正 味 財 産 増 減 計 算 書
（損益計算ベースかつ事業別に区分したもの）
平成31年 4 月 1 日から令和 2年 3月31日まで

公益社団法人　中部日本書道会 （単位　円）

科目
公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計 合計 備考
公 1 公 2 他 1

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　⑴　� 経常収益
� ①�基 本 財 産 運 用 収 入
� � � 基 本 財産運用収入 73,500 0 0 0 73,500
� ②�特 定 資 産 運 用 収 入
� � � 特 定 資産運用収入 245,394 0 0 0 245,394
� ③�会 費 収 入
� � � 理 事 監事会費収入 231,000 0 46,200 1８4,８00 462,000
� � � 評議員参与会費収入 7,044,000 1,40８, ８00 5,635, 200 14,0８８, 000
� � � 正 会 員 会 費 収 入 ８,66８,000 0 1,733, 600 6,934, 400 17,336, 000
� � � 準 会 員 会 費 収 入 900,000 0 1８0,000 720,000 1,８00, 000
� � � 協 賛 会員会費収入 512,500 0 102,500 410,000 1,025, 000
� ④�未 収 会 費
� � � 未 収 会 費 4８5,000 0 97,000 3８８,000 970,000
� ⑤�事 業 収 益
� � � 寿 書 展 収 入 0 0 ８40,000 0 ８40,000
� � � 支 部 展 収 入 0 0 4,99８,500 0 4,99８, 500
� � � 支 部 学 生 展 収 入 5,051,360 0 0 0 5,051, 360
� � � 支 部 選 抜 展 収 入 0 0 300,000 0 300,000
� � � 支 部 研 修 会 収 入 0 0 3,021,000 0 3,021, 000
� � � 支 部 講 習 会 収 入 0 0 0 0 0
� � � 書道教育者推薦教室看板料 0 0 50,000 0 50,000
� � � 塾 総 合 保 険 料 0 0 19８,5８0 0 19８,5８0
� � � 会 員 交 流 参 加 料 0 0 0 0 0
� � � 公 開 講 座 参 加 料 202,000 0 0 0 202,000
� � � 書道教育研修参加料 0 0 21,000 0 21,000
� � � 周 年 記念事業収入 0 0 0 0 0
� � � 中 日 展 収 入 43,6８2,700 0 0 0 43,6８2, 700
� � � 中日書きぞめ展収入 5,444,660 0 0 0 5,444, 660
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� � � 愛 の 募 金 収 入 0 3,８72,000 0 0 3,８72, 000
� � � 本 部 祝 賀 会 収 入 0 0 14,437,000 0 14,437, 000
� � � 支 部 祝 賀 会 収 入 0 0 2,244,500 0 2,244, 500
� ⑥�寄 付 金 収 入
� � � 寄 付 金 収 入 0 0 0 0 0 FAQⅥ－1－①
� ⑦�雑 収 入
� � � 普 通 預金受取利息 0 0 0 91 91
� � � 会員名簿広告料収入 0 0 0 ８70,000 ８70,000
� � � 宛名ラベル発行手数料収入 0 0 0 370,51８ 370,51８
� � � 負 担 金 収 入 100,000 0 0 0 100,000 一宮芸術祭交付金FAQⅥ－1－①
� � � 雑 収 入 0 0 0 1８,344 1８,344
� � 経 常 収 益 計 72,640,114 3,８72, 000 29,67８, 6８0 15,531, 353 121,722, 147
　⑵　� 経常費用
� � � 理 事 監 事 報 酬 0 0 0 1,326,642 1,326, 642
� � � 名 誉 会 長 報 酬 0 0 0 222,740 222,740
� � � 名 誉会長代行報酬 0 0 0 61,８94 61,８94
� � � 名 誉 副 会 長 報 酬 0 0 0 41,260 41,260
� � � 学 術 顧 問 報 酬 0 0 0 222,740 222,740
� � � 企画委員を兼務する評議員報酬 47８,570 0 59,８21 59,８21 59８,212
� � � 従 業 員 給 料 手 当 3,99８,20８ 0 499,775 499,775 4,997, 75８ 職員給与・賞与
� � � 退 職 給 付 0 0 0 0 0
� � � 臨 時 雇 賃 金 1,445,747 0 160,63８ 0 1,606, 3８5 中日展・寿展
� � � 福 利 厚 生 費 27,5８5 0 3,44８ 3,44８ 34,4８1
� � � 報 償 謝 金 2,123,793 0 265,474 265,474 2,654, 741 各種謝礼／税理士・司法書士等
� � � 報 償 奨 励 5,66８,220 0 629,８02 0 6,29８, 022 賞品代・記念品代／支部賞品代・記念品代
� � � 報 償 交 際 0 0 3８9,177 3８9,177 77８,354 支部事業交際費／慶弔等
� � � 旅 費 交 通 費 10,469,529 0 1,163, 2８1 0 11,632, ８10 作業時交通費等
� � � 食 糧 費 4,94８,7８5 0 549,８65 0 5,49８, 650 作業時交通費等
� � � 消 耗 品 費 1,596,633 0 199,57８ 199,57８ 1,995, 7８9
� � � 印 刷 製 本 費 12,756,８17 1,000, 000 3,000, 000 1,000, 000 17,756, ８17 会報その他
� � � 光 熱 水 費 337,352 0 42,16８ 42,16８ 421,6８８ 本部事務所電気、冷暖房
� � � 通 信 運 搬 費 5,764,001 0 720,499 720,499 7,204, 999 電話、郵送料等
� � � 手 数 料 623,105 0 77,８８８ 77,８８８ 77８,８８1 振込料
� � � 事 務 所 賃 料 6,2８4,752 0 7８5,593 7８5,593 7,８55, 93８ 本部事務所
� � � 使 用 料 7,096,0８0 0 ８８7,010 ８８7,010 ８,８70, 100 会場使用料等／会議室
� � � 消 耗 什 器 備 品 費 133,721 0 16,714 16,714 167,149
� � � 租 税 公 課 0 0 0 4８,700 4８,700 法人税等
� � � 負 担 金 0 0 0 796,400 796,400 支部事業支払会費／諸会費
� � � 委 託 料 4,931,420 0 616,427 616,427 6,164, 274 看板作成等／総会等看板
� � � 寄 託 費 0 3,910,000 0 0 3,910, 000 愛の募金による寄託　ほか
� � � 補 助 助 成 0 0 0 0 0 外国研修補助
� � � 法 定 福 利 792,949 0 99,11８ 99,11８ 991,1８5 職員社会保険、雇用保険
� � � 会 員 交 流 費 0 0 0 0 0
� � � 対 外 広 報 費 6,44８,240 0 ８06,030 ８06,030 ８,060, 300 中日新聞ほか掲載料
� � � 会 議 費 522,527 0 2,000, 000 2,000, 000 4,522, 527
� � � 保 険 料 0 0 0 242,246 242,246
� � � 新 聞 図 書 費 0 0 0 37,032 37,032
� � � 表 装 保 管 料 1,500,000 0 1,146, ８８0 0 2,646, ８８0
� � � 本部講演会祝賀会費 0 0 14,35８,８06 0 14,35８, ８06
� � � 支部展覧会講演会費 0 0 2,796,457 0 2,796, 457
� � � 雑 支 出 0 0 0 50,000 50,000 前期財産目録支部積立額誤記載
� � � 什器備品減価償却費 337,4８0 0 42,1８4 42,1８4 421,８4８ 備品
� � � 未 収 会 費 貸 倒 額 66,000 13,200 52,８00 132,000
� � 経 常 費 用 計 7８,351,514 4,910, 000 31,329, ８33 11,613, 35８ 126,204, 705
� � 当 期 経 常 増 減 額 △�5,711,400 △�1,03８, 000 △�1,651, 153 3,917, 995 △�4,4８2, 55８
2 ．� 経 常 外 増 減 の 部
　⑴　� 経 常 外 収 益
� � 経 常 外 収 益 計 0 0 0 0 0
　⑵　� 経 常 外 費 用
� � 経 常 外 費 用 計 0 0 0 0 0
� 当 期 経 常 外 増 減 額 0 0 0 0 0
� � 他 会 計 振 替 額 0 0 0 0 0
� 当期一般正味財産増減額 △�5,711,400 △�1,03８, 000 △�1,651, 153 3,917, 995 △�4,4８2, 55８
� 一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 117,4８0,425 平成31年3月31日残高
� 一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 112,997,８67
Ⅱ　�指 定 正 味 財 産 増 減 の 部
� � 一般正味財産への振替額 0
� � 当期指定正味財産増減額 0
� 指 定 正 味 財 産 期 首 残 高 0
� 指 定 正 味 財 産 期 末 残 高 0
Ⅲ　�正 味 財 産 期 末 残 高 112,997,８67
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財務諸表に対する注記

法人名 ：公益社団法人 中部日本書道会
事業名 ：事業全体

1　重要な会計方針
　⑴固定資産の減価償却の方法
　　固定資産の減価償却は、次の方式を採用している。
　　有形固定資産（建物を除く）　　定額法
　⑵引当金の計上基準
　　・職員退職給付引当金
　　職員に対する退職給付金の支給に備えるため、当期末における退職給付債務の見込額に基づいて計上している。
　⑶リース取引の処理方法
　�　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引にか
かる方法に準じた会計処理によっている。
　⑷消費税等の会計処理
　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税込経理方式によっている。

2　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産
　　基本金 30,000,000 0 0 30,000, 000

小　　計 30,000,000 0 0 30,000, 000
特定資産
　　定期預金 4８,94８,000 0 0 4８,94８, 000
　　20年国債 20,133,400 0 0 20,133, 400
　　本部積立金 3,67８,000 94,000 0 3,772, 000
　　支部積立金 990,000 650,050 0 1,640, 050

小　　計 73,749,400 744,050 0 74,493, 450
合　　計 103,749,400 744,050 0 104,493, 450

3 　基本財産及び特定資産の財源等の内訳
　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

科　　目 当期末残高 （うち指定正味財産からの充当額）（うち一般正味財産からの充当額） （うち負債に対応する額）
基本財産
　　基本金 30,000,000 （0） （30000000） （0）

小　　計 30,000,000 （0） （30000000） （0）
特定資産
　　定期預金 4８,94８,000 （0） （4８,94８,000） （0）
　　20年国債 20,133,400 （0） （20,133,400） （0）
　　本部積立金 3,772,000 （0） （3,772,000） （0）
　　支部積立金 1,640,050 （0） （1,640,050） （0）

小　　計 74,493,450 （0） （74,493,450） （0）
合　　計 104,493,450 （0） （104,493,450） （0）

4 　減価償却資産の内訳
備　　品 取得年月 法定耐用年数 取得価額 前期末価額 当期償却額 当期末価額

プロジェクター H20.10 5 119,700 1 0 1
パソコン H21.01 4 111,025 1 0 1
印章 H26.04 5 500,000 1 0 1
パソコン H27.01 4 267,116 1 0 1
マークシート読取機 H2８.04 5 2,109, 240 ８43,696 421,８4８ 421,８4８

合　　　計 ８43,700 421,８4８ 421,８52

監 査報告書
公益社団法人中部日本書道会
理事長　伊　藤　仙　游　殿

　私たち監事は、平成31年 4 月 1 日より令和 2年 3月31日までの理事の職務の執行を監査いたしました。その方法及び結果
について、次のとおり報告いたします。

1　監査の方法及びその内容
　各監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、理事会その他の重
要な会議に出席し、理事及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決済
書類等を開覧し、業務及び財産の状況を調査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告について検
討いたしました。
　さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る決算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算
書）及びその附属明細書並びに財産目録について検討いたしました。

2　監査意見
（ 1）事業報告の監査結果
一　事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認めます。
二　理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
（ 2）計算書類及びその附属明細書並びに財産目録の監査結果
　計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に示してい
るものと認めます。

令和 2年 5月10日 監　事　　柘　　　英　樹（英　峰）　㊞　
監　事　　廣　澤　孝　博（凌　舟）　㊞　
監　事　　水　野　厚　子（峯　翠）　㊞　
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【
令
和
元
年
度
　
事
業
報
告
に
つ
い
て
】

令
和
元
年
度
の
事
業
は
、
3
ペ
ー
ジ
か
ら
の
Ⅰ
書
道
普
及
事

業
（
公
益
目
的
事
業
1
）、
4
ペ
ー
ジ
か
ら
の
Ⅱ
福
祉
事
業

（
公
益
目
的
事
業
2
）、
Ⅲ
そ
の
他
の
事
業
（
相
互
扶
助
等
事

業
）、
5
ペ
ー
ジ
か
ら
の
Ⅳ
管
理
業
務
に
つ
き
ま
し
て
記
載

の
と
お
り
行
い
ま
し
た
。

例
年
と
異
な
る
事
業
と
し
て
は
、

展
覧
会
事
業

　

⑴　

�

第
六
十
九
回
中
日
書
道
展
時
に
特
別
展
示
（
創
立
八

十
五
周
年
記
念
）

　
　
　
　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　

令
和
元
年
六
月
十
二
日
㈬
～
六
月
十
六
日
㈰

　
　
　
　

�「
ど
う
し
て
漢
字
は
そ
の
形
？　

―　

白
川　

静��

文
字
研
究
の
す
が
た
―
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　

�

記
念
講
演
会
（
創
立
八
十
五
周
年
記
念
）
を
以
下
の

通
り
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

令
和
元
年
六
月
十
五
日
㈯

　
　
　
　

�

会
場　

愛
知
県
芸
術
セ
ン
タ
ー
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

　
　
　
　

演
題　

�「
師
と
い
う
文
字
の
成
り
立
ち
と
そ
の
変
遷
」

　
　
　
　

講
師　

�

立
命
館
大
学
白
川
静
記
念
東
洋
文
化
研
究
所�

客
員
研
究
員�

高
島　

敏
夫
先
生

　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
を
鑑
み
、
第
七
十

回
記
念
中
日
書
き
ぞ
め
展
の
展
示
及
び
授
賞
式
を
中
止
し

ま
し
た
。

　
　
　
　

会　
　

期　

令
和
二
年
三
月
十
四
日
㈯
～�

十
五
日
㈰

　
　
　
　

会　
　

場　

ナ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク　

ア
ト
リ
ウ
ム

　
　
　
　

出
品
点
数　

一
四
、
九
三
九
点

【
令
和
元
年
度
　
決
算
報
告
書
に
つ
い
て
】

収
支
計
算
書
の
説
明
で
す
。
お
も
に
、
決
算
額
（
Ａ
）
の
欄

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
事
業
活
動
収
入
」

6
ペ
ー
ジ
の
①
の
基
本
財
産
運
用
収
入
か
ら
⑦
の
雑
収
入
ま

で
、
記
載
の
と
お
り
で
す
。
③
の
会
費
収
入
は
、
合
計
三
、

四
七
一
万
一
千
円
で
す
。
支
部
の
内
訳
は
6
ペ
ー
ジ
右
欄
で

す
。
⑤
事
業
収
入
の
2
の
支
部
展
収
入
か
ら
6
の
支
部
講
習

会
収
入
、
17
の
支
部
祝
賀
会
収
入
は
、
6
ペ
ー
ジ
右
欄
の
支

部
別
一
覧
を
ご
覧
下
さ
い
。

16
の
本
部
祝
賀
会
収
入
は
、総
会
、理
事
評
議
員
会
、企
画
委

員
会
な
ど
で
徴
収
し
た
会
費
を
全
て
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

事
業
活
動
収
入
合
計
は
一
億
二
、
一
〇
三
万
四
、
一
四
七
円

で
す
。

「
事
業
活
動
支
出
」

①
の
事
業
活
動
支
出
は
、
本
部
支
部
合
わ
せ
た
事
業
に
か
か

る
す
べ
て
の
支
出
で
す
。

　

�

1
の
企
画
委
員
を
兼
務
す
る
評
議
員
報
酬
か
ら
26
の
支
部

祝
賀
会
費
ま
で
記
載
の
と
お
り
で
す
。

　

事
業
費
支
出
合
計
は
八
、
二
三
〇
万
八
、
七
五
四
円
で
す
。

7
ペ
ー
ジ
の
②
管
理
費
支
出
は
、
支
部
事
務
所
費
も
含
ま
れ

ま
す
。

　

�

1
の
理
事
監
事
報
酬
か
ら
32
の
雑
支
出
の
管
理
費
支
出
合

令
和
二
年
度
　
総
会
議
案
書
の
説
明
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計
は
、四
、三
三
四
万
二
、一
〇
三
円
で
す
。
事
業
費
と
合

わ
せ
ま
し
て
事
業
活
動
支
出
の
合
計
額
、
一
億
二
、
五
六

五
万
八
五
七
円
、
事
業
活
動
収
支
差
額
は
四
六
一
万
六
、

七
一
〇
円
で
す
。

　

�

な
お
、
7
ペ
ー
ジ
右
欄
に
は
中
日
展
の
収
入
内
訳
、
事
業

ご
と
の
支
出
、
管
理
費
目
ご
と
の
支
出
の
内
訳
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

7
ペ
ー
ジ
の
投
資
活
動
収
支
の
部
は
、
資
産
の
積
み
立
て
と

取
り
崩
し
で
す
。

　

�

本
年
度
は
会
員
名
簿
作
成
の
た
め
の
引
当
金
五
十
万
円
を

取
り
崩
し
ま
し
た
。
2
の
投
資
活
動
支
出
は
記
載
の
通
り

積
立
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
投
資
活
動
支
出
合
計
が
一
二

九
万
四
、
〇
五
〇
円
。
投
資
活
動
の
収
支
差
額
は
、
マ
イ

ナ
ス
の
七
十
四
万
四
、
〇
五
〇
円
で
す
。

　

�

次
の
財
務
活
動
収
支
の
部
は
、
借
入
金
の
関
係
で
す
の
で

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

�

四
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
当
期
収
支
差
額

は
、
五
三
六
万
七
六
〇
円
の
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
前
期
繰
越

額
と
合
わ
せ
ま
し
て
、
次
期
繰
越
金
は
三
五
一
万
四
、
七

一
二
円
と
な
り
ま
し
た
。
繰
越
金
の
内
訳
は
、
7
ペ
ー
ジ

の
収
支
計
算
書
に
対
す
る
注
記
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
3

の
未
払
金
は
、
中
日
展
関
連
費
用
で
印
刷
会
社
へ
の
未
払

い
分
で
す
。

8
ペ
ー
ジ
・
9
ペ
ー
ジ
は
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
現
在

の
財
産
目
録
で
す
。

　

�

右
上
の
総
資
産
額
は
、
基
本
財
産
と
運
用
財
産
を
合
わ
せ

ま
し
て
、
一
億
一
、
五
八
六
万
七
三
三
円
で
す
。
負
債
は

二
八
六
万
二
、
八
六
六
円
で
す
。

8
ペ
ー
ジ
の
未
収
金
（
未
収
会
費
）
一
四
四
万
四
、
〇
〇
〇

円
を
含
め
、
流
動
資
産
合
計
は
七
八
二
万
一
、
五
七
八
円
で

す
。

　

�

固
定
資
産
合
計
は
一
億
八
〇
三
万
九
、
一
五
五
円
、
資
産

合
計
は
一
億
一
、
五
八
六
万
七
三
三
円
で
す
。

　

負
債
合
計
は
二
八
六
万
二
、
八
六
六
円
で
す
。

9
ペ
ー
ジ
は
貸
借
対
照
表
で
す
。

　

�

先
ほ
ど
の
財
産
目
録
の
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
と
平

成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
と
の
比
較
で
す
。
増
減
の
欄

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
一
番
下
の
負
債
及
び
正
味
財
産
合
計

は
一
億
一
、
五
八
六
万
七
三
三
円
で
、
二
一
四
万
九
、
九

八
七
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

10
ペ
ー
ジ
か
ら
の
正
味
財
産
増
減
計
算
書
で
す
。

　

⑴　

�

経
常
収
益
の
①
基
本
財
産
運
用
益
か
ら
⑦
の
雑
収
益

ま
で
、
記
載
の
と
お
り
で
、
④
未
収
会
費
発
生
額
九

十
七
万
円
は
、
未
収
会
費
の
回
収
分
と
増
加
分
で
計

上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

�

経
常
収
益
合
計
は
一
億
二
、
一
七
二
万
二
、
一
四
七

円
で
す
。

　

⑵　

�

経
常
費
用
の
1
理
事
監
事
報
酬
か
ら
11
ペ
ー
ジ
39
の

什
器
備
品
減
価
償
却
費
ま
で
記
載
の
と
お
り
で
、
事

業
費
と
管
理
費
の
同
じ
費
目
を
合
算
し
た
金
額
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
②
未
収
会
費
貸
し
倒
れ
額

十
三
万
二
、
〇
〇
〇
円
は
、
退
会
な
ど
に
よ
る
会
費

が
回
収
で
き
な
か
っ
た
金
額
で
す
。

　
　
　

�

経
常
費
用
合
計
は
一
億
二
、
六
二
〇
万
四
、
七
〇
五

円
で
す
。
当
期
経
常
費
用
の
増
減
は
、
マ
イ
ナ
ス
の

四
四
八
万
二
、
五
五
八
円
と
な
り
ま
し
た
。
正
味
財

産
期
末
残
高
は
、
一
億
一
、
二
九
九
万
七
、
八
六
七

円
で
す
。

11
ペ
ー
ジ
は
、
内
閣
府
に
提
出
す
る
形
式
の
正
味
財
産
増
減

計
算
書
で
す
。

　

�

公
益
目
的
事
業
の
1
と
2
、
そ
の
他
の
事
業
、
管
理
業
務

と
し
て
の
法
人
会
計
に
区
分
し
て
表
示
し
た
も
の
で
、
③

の
会
費
収
入
の
場
合
、
公
益
目
的
事
業
に
五
十
％
、
そ
の

他
事
業
に
十
％
、
法
人
会
計
に
四
十
％
を
配
分
し
て
お
り

ま
す
。
費
用
の
方
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
費
目
ご
と
に
実
情
に

あ
わ
せ
て
配
分
し
て
い
ま
す
。
12
ペ
ー
ジ
の
下
の
方
で
す

が
、
今
期
も
公
益
目
的
事
業
の
増
減
額
が
△
が
つ
い
て
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
法
人
会
計
の
方
は
プ

ラ
ス
三
九
一
万
七
、
九
九
五
円
で
す
。

　

�

正
味
財
産
期
末
残
高
は
、
先
ほ
ど
と
同
じ
く
一
億
一
、
二

九
九
万
七
、
八
六
七
円
で
す
。
以
上
で
す
。
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協 賛 会 員 一 覧

浅井梧竹堂 452-0８23
名古屋市西区あし原町6８-1 052-504-2703

㈱荒川印刷 460-0012
名古屋市中区千代田2-16-3８ 052-262-1006

石黒五雲堂 453-0８34
名古屋市中村区豊国通4-46 052-412-7８62

㈱ 一 休 園 731-4221
広島県安芸郡熊野町出来庭2-2-44 0８2-８54-0019

伊藤大林堂 465-0004
名古屋市名東区香南1- 507 長谷川コーポ1Ｆ 052-776-1８８1

印刷屋九二八㈱ 497-0011
あま市七宝町安松13-9-1 052-443-1190

ウサミ印刷㈱ 451-0066
名古屋市西区児玉1-10-7 052-522-2361

永 楽 堂 445-0８54
西尾市永楽町4-10 0563-54-2053

㈱ 應 天 堂 501-1172
岐阜市下鵜飼146８ 05８-239-5200

㈲岡本頌文堂 510-00８1
三重県四日市市北町3-4 059-352-6010

オフィスイズ 511-0243
三重県員弁郡東員町穴太124８-3 0594-76-3976

魁 盛 堂 ㈱ 451-0063
名古屋市西区押切2-2-13 052-521-3211

開明株式会社 336-0931
さいたま市緑区原山2-22-20 04８-８８2-1091

加藤長寿堂
453-0８09
名古屋市中村区上米野町4-24
吉田ビル1F 1B 号室

052-452-4751

㈲ 伽 藍 460-0011
名古屋市中区大須3-８-10 052-242-7741

㈲菊屋商店 460-0007
名古屋市中区新栄2-1-46 052-241-1145

㈲ 吸 月 堂 462-0８44
名古屋市北区清水2-2-2 052-931-694８

㈲共栄エージェンシー 46８-0069
名古屋市天白区表山3-241８ 052-８35-6647

㈱ 玉 蘭 堂 150-0002
東京都渋谷区渋谷1-24-4 渋谷百瀬ビル5Ｆ 03-3499-4８８6

㈱ 金 工 堂 460-0003
名古屋市中区錦3-16-22 052-961-0151

金陽堂表具店 471-0076
豊田市久保町3-27-1 0565-32-0８63

㈱ 呉 竹 630-８670
奈良県奈良市南京終町7- 576 0742-50-2050

㈲ 髙 誠 堂 440-0８04
豊橋市呉服町44 0532-52-5514

光 文 堂 ㈱ 461-0005
名古屋市東区東桜1-3-2８ 052-961-6８66

小松表具店 4８5-0８31
小牧市東2-544 056８-75-02８1

書遊 川口春霞堂 497-0012
あま市七宝町下田四反割2 052-444-８024

書遊 平野筆墨堂 497-0012
あま市七宝町下田四反割2 052-433-3033

㈲ 真 清 社 460-0007
名古屋市中区新栄1-47-5 052-241-８0８5

㈲ 新 泉 堂 462-0006
名古屋市北区若鶴町344-1 052-901-0514

㈱ 青 柳 堂 460-000８
名古屋市中区栄4-1-８ 中区役所ビル1Ｆ 052-259-0313

創 源 工 房 45８-0034
名古屋市緑区若田3-106 052-629-5035

㈱ 大 玄 堂 500-８2８9
岐阜市須賀1-８-25 05８-271-2662

大同印刷㈱ 501-6241
羽島市竹鼻町3214 05８-392-2345

中電不動産㈱ 460-000８
名古屋市中区栄2-2-5 電気文化会館 052-204-13８3

㈱長楽斎筆舗 460-0007
名古屋市中区新栄3-1８-24 052-263-4554

名古屋キョー和 460-000８
名古屋市中区栄4-2-10 小浅ビル2Ｆ 052-263-9401

㈱名古屋ホウコドウ 4８6-0８36
春日井市八事町1-190-3 056８-８9-77８８

西川堂森表具店 491-0８８3
一宮市下田2-4-25 05８6-72-3629

㈱ 美 創 堂 4８6-0８31
春日井市ことぶき町８-1 056８-８1-9236

ホ テ ル�
ナゴヤキャッスル

451-0034
名古屋市西区樋の口町3-19 052-521-2121

㈱ 墨 運 堂 630-８043
奈良市六条1-5-35 0742-52-0310

松 屋 紙 店 475-0８66
半田市清水北町63 0569-21-2572
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公益社団法人 中部日本書道会

主催 公益社団法人 中部日本書道会・中日新聞社
後援 愛知県教育委員会・名古屋市教育委員会（申請中）

第32回 書道教育研修会のご案内

この研修会は、書道教育者の養成及び書道教育の普及を目的として開催します。

◆期　　日
◆会　　場

◆内　　容
◆受　　付

９ ： ４５～
９ ： ５５～
１０ ： ３０～１２ ： ２０

１２ ： ２０～１３ ： ３０
１３ ： ３０～１５ ： ２０

１５ ： ４５～１６ ： ００

開 会 式
書道講話　 　中部日本書道会副理事長    松下英風先生
漢字　
－行草書の楽しみ－
昼　　食
少字数　
－象書に挑む－
閉 会 式　修了証授与

９ ： ２５～ ９ ： ４０

◆受講資格 本会会員及び一般
但、本会会員で書道教育推薦看板申請希望者の
うち準会員の方は必修です。

●必ず午前、午後共受講して下さい。●実技講習ですので用具一式を持参して下さい。

※但、基本的文具、教材は会場でも販売する予定です。本年は長楽斎筆舗〈TEL 052-263-4554〉が出店します。

◆受 講 料 本 会 会 員 無 料
一般　３,０００円（教材費）

◆定　　員 ３３名

◆申込方法 郵便番号、住所、氏名、電話番号、本会会員資格又は一般の別を明記の上、
ハガキ又はメールでご応募ください。FAX又は電話でのお申し込みは
お受け出来ません。

【ハガキ応募先】 〒４５０-０００２  名古屋市中村区名駅二丁目４５番１９号　桑山ビル８階Ｃ号室
　　　　　　　　　　　　　　 公益社団法人　中部日本書道会　書道教育研修会係

【メール応募先】 kensyu@cn-sho.or.jp

◆申込締切 令和２年９月１８日（金）本部にて申込書到着順に受付します。
定員になり次第締め切りますので早目にお申し込み下さい。

令和2年10月18日（日）
名古屋国際センター  5階第1会議室
名古屋市中村区那古野1丁目47-1　電話〈052〉581－5679

〈実 技 講 習〉

中部日本書道会理事

波切童州先生

中部日本書道会理事

磯谷凄聴先生

■会場へのアクセス
◎JR／「名古屋」

◎名鉄／「名鉄名古屋」

◎近鉄／「近鉄名古屋」

◎地下鉄／「名古屋」（東山線）

◎地下鉄／「国際センター」（桜通線）

◎市バス／「国際センター」

…………………下車徒歩7分

…………下車徒歩7分

…………下車徒歩7分

…下車徒歩7分

……下車

………………下車

公共交通機関を
御利用下さい。

会 場 案 内 図
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公益社団法人 中部日本書道会

主催 公益社団法人 中部日本書道会・中日新聞社
後援 愛知県教育委員会・名古屋市教育委員会（申請中）

第32回 書道教育研修会のご案内

この研修会は、書道教育者の養成及び書道教育の普及を目的として開催します。

◆期　　日
◆会　　場

◆内　　容
◆受　　付

９ ： ４５～
９ ： ５５～
１０ ： ３０～１２ ： ２０

１２ ： ２０～１３ ： ３０
１３ ： ３０～１５ ： ２０

１５ ： ４５～１６ ： ００

開 会 式
書道講話　 　中部日本書道会副理事長    松下英風先生
漢字　
－行草書の楽しみ－
昼　　食
少字数　
－象書に挑む－
閉 会 式　修了証授与

９ ： ２５～ ９ ： ４０

◆受講資格 本会会員及び一般
但、本会会員で書道教育推薦看板申請希望者の
うち準会員の方は必修です。

●必ず午前、午後共受講して下さい。●実技講習ですので用具一式を持参して下さい。

※但、基本的文具、教材は会場でも販売する予定です。本年は長楽斎筆舗〈TEL 052-263-4554〉が出店します。

◆受 講 料 本 会 会 員 無 料
一般　３,０００円（教材費）

◆定　　員 ３３名

◆申込方法 郵便番号、住所、氏名、電話番号、本会会員資格又は一般の別を明記の上、
ハガキ又はメールでご応募ください。FAX又は電話でのお申し込みは
お受け出来ません。

【ハガキ応募先】 〒４５０-０００２  名古屋市中村区名駅二丁目４５番１９号　桑山ビル８階Ｃ号室
　　　　　　　　　　　　　　 公益社団法人　中部日本書道会　書道教育研修会係

【メール応募先】 kensyu@cn-sho.or.jp

◆申込締切 令和２年９月１８日（金）本部にて申込書到着順に受付します。
定員になり次第締め切りますので早目にお申し込み下さい。

令和2年10月18日（日）
名古屋国際センター  5階第1会議室
名古屋市中村区那古野1丁目47-1　電話〈052〉581－5679

〈実 技 講 習〉

中部日本書道会理事

波切童州先生

中部日本書道会理事

磯谷凄聴先生

■会場へのアクセス
◎JR／「名古屋」

◎名鉄／「名鉄名古屋」

◎近鉄／「近鉄名古屋」

◎地下鉄／「名古屋」（東山線）

◎地下鉄／「国際センター」（桜通線）

◎市バス／「国際センター」

…………………下車徒歩7分

…………下車徒歩7分

…………下車徒歩7分

…下車徒歩7分

……下車

………………下車

公共交通機関を
御利用下さい。

会場案内図
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令和2年度 第24回 書の魅力 公開講座（予告）

白 川 公 園

国
道
19
号
線

錦 通

伏

見

通

広 小 路 通

至
名
駅

至

栄

御園座
日土地
ビル

地下鉄
伏見駅

4番出口

電気文化会館
イベントホール

N

ホームページアドレス	 http://www.cn-sho.or.jp
メールアドレス	 info@cn-sho.or.jp

　
　
　

あ
と
が
き

　

中
日
会
報
、
第
一
九
七
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、本
号
で
の
中
日
書
道
展
・

祝
賀
懇
親
会
等
の
喜
び
の
ご
報
告
が
出
来
な
い
こ
と
は
、
大
変

残
念
な
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
年
度
後
半
で
の

開
催
予
定
事
業
を
掲
載
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
会
員
の
皆
様
と

を
つ
な
ぐ
希
望
と
な
り
ま
し
た
。
制
約
の
中
で
の
開
催
予
定
で

す
の
で
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
こ
と
も
有
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

情
勢
に
合
わ
せ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

�

再
び
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
二
波
の
影
響
が
強
ま
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
せ
。

・�

七
月
の
集
中
豪
雨
で
、
影
響
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
方
々
に
は
、

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
編
集
部
）

令和2年度 書 の 匠 展・第29回 壽 書 展（予告）

書 の 匠 展

壽 書 展

会　期：令和2年11月10日㈫～11月15日㈰
会　場：電気文化会館　東・西ギャラリー

出品対象者
名誉会長・名誉会長代行・名誉副会長・常任顧問・顧問
理事長・副理事長・理事・監事の各先生。

出品対象者
令和2年4月1日現在に於いて満70歳以上の参与・評議員・
正会員・準会員・会員外

訃　
　
　
　

報　
　

心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。�（
厚
生
部
）

●
本　
　
　

部

小
河　

佳
風

加
藤　

華
容

吉
原　

清
華

小
川　

敦
子

●
一
宮
支
部

荒
川　

白
扇

新
入
会
員

紹　
　

介

（
四
・
五
・
六
・
七
月
分
）

　

本
会
会
員
に
よ
る
書
展
の
ご
案
内
を
、
会
報
及
び
Ｈ
Ｐ
に
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
会
報
掲
載
に
は
展
覧
会
案
内
原
稿
、
Ｈ
Ｐ
掲
載
に
は
展
覧
会
案
内
ハ
ガ
キ

を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
尚
、
展
覧
会
原
稿
及
び
ハ
ガ
キ
は
、
必
ず
封
書
に
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。
次
号
掲
載
は
、十
一
月
下
旬
～
二
月
中
旬
開
催
の
展
覧
会
と
な
り
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、
九
月
末
日
ま
で
に
本
部
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。�

編
集
部

日　時：令和2年11月15日（日）　※書の匠・壽書展最終日　　会　場：電気文化会館　イベントホール（ 5階）

日　程：受　　　付　　12：30
� 開会あいさつ　13：00（理事長）

� 第 1 講 座　　13：15～14：15
	 　　講　師：理　事　横 井 宏 軒 先生

	 　　演　題：隷書を学ぶ
� 休　　　憩

� 第 2 講 座　　14：35～15：35
	 　　講　師：顧　問　中 村 立 強 先生

	 　　演　題：書写書道について
� 閉会のことば　15：35（研究部）

◦
４
月
４
日�

�

　

評
議
員　

安
藤
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舟
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�

　
　

ご
主
人　

俊
久
様�

�
�

享
年
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◦
５
月
４
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�

　

参　

与　

渡
辺
石
鼓
氏�

�
�

享
年
94

◦
６
月
22
日�

�

　

参　

与　

中
川
京
童
氏�

�
�

享
年
94
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